
～新型コロナウイルス感染症に関連した
                      偏見・差別のない地域社会に～

新型コロナウイルスに感染された方やご家族、医療従事者などへの不適切な扱い、誹謗・中傷がないよう、
住民の皆さまには、次のことを心がけていただくようお願いします。

　　　　　○うわさや憶測、ネット上の誤った情報に惑わされない
　　　　　○不確かな情報、誹謗・中傷をＳＮＳなどで広めない
　　　　　○国や県、市町村が発信する正確な情報に基づいて行動する
　　　　　　　　　＊新型コロナウイルス感染症に関する情報は、県ホームページをご覧ください。

お問い合わせ　教育振興課　☎38-4450

【人権に関するお問合せ】
熊本県人権センター 熊本県人権同和政策課
ＴＥＬ ０９６－３３３－２３００

西小学校

一武小学校

＊２０１９年度の学年

＊２０１９年度の学年

木上小学校 ＊２０１９年度の学年

３年 髙沢　瑠那　「いじめみて みんなでとめる もつゆうき」

３年 竹田　柚喜　「こまった人を見かけたら『どうしたの？！てつだおうか？！』
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を声に出して」

３年 犬童　暁仁　「私も君も持っている命 それはすべて平等だ」

４年 東　　美空　「声かけは 大きな一歩　大事だよ」

４年 和泉　千尋　「つくりたい おもいやりのあるじだい」

たかざわ　     る   な

たけ  だ　     ゆず き

いんどう　    あきひと

ひがし　   　　み そら

 い ず み　     ち  ひろ

３年 黒木　理帆　「いっしょにあそぼう。どんどんふえるえがおの花」

３年 笹渕　凱吏　「ありがとう こころをつなぐあいことば」

４年 溝邉あんず　「分かり合おう 一人一人の気持ちをね」

４年 深水　聖皓　「おたがいに思い合って ことばかけ」

くろ  き　       り  ほ

ささぶち　   かい  り

みぞ べ

ふか み　     まさひろ

３年 黒木　美心　「見つけよう 一人一人のたから物（いいところ）」

４年 岩﨑　愛華　「人権は みんながもってるライセンス」

くろ  き         こ   こ

いわさき　   あい  か
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人権尊重のまちづくり
　錦町人権教育推進協議会では、児童生徒と保護者が一緒に人権について話し考えるきっかけ
づくりとして、毎年１２月の人権週間にあわせて人権標語を募集しています。
　今月は３年生と４年生の令和元年度錦町「家族で考える人権標語」優秀賞を紹介します。
　人権意識の高揚を図り、人権教育について理解と人権問題に対する認識を深めましょう！―

落
ち
葉
の
季
節―

 

　み
ん
な
の
学
び
舎
　感
謝
の
気
持
ち
で
清
掃
活
動

Ｐ２～５　Nishiki  Topics
　　　叙勲　旭日単光章受章
　　　人権擁護委員　法務大臣感謝状
　　　一武小　研究発表
　　　錦中　錦学祭
　　　中体連駅伝競走大会
　　　熊本県学校給食功労者等表彰
　　　商工会女性部　竹ほうき寄贈　　　
　　　くま川鉄道線路敷除草ボランティア
　　　秋の全国火災予防週間
Ｐ７　あいねっと放送機器（ＯＮＵ）を交換します。

　
一
武
小
学
校
の
掃
除
の
様

子
で
す
。

　
こ
の
日
の
最
高
気
温
は
24

度
。少
し
動
く
だ
け
で
汗
ば

む
ほ
ど
。ま
さ
に
小
春
日
和

の
青
空
の
下
、
子
ど
も
た
ち

は
一
生
懸
命
に
落
ち
葉
を
掃

き
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
＊

　
こ
の
竹
ほ
う
き
は
、
商
工

会
女
性
部
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。（
関
連

記
事
は
Ｐ
4
）



―
主
な
発
表
内
容
な
ど
―
　

●
ス
テ
ー
ジ
発
表
　
学
習
劇

　
1
年
「
今
の
水
俣
を
伝
え
た
い
」

　
2
年
「
錦
町
の
戦
争
の
記
憶

　
　
　
　
～
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
る
こ
と
～
」

　
3
年
「
あ
の
頃
！
」

●
学
習
発
表

　
対
話
的
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
各
学
年
15
班
編
成
で
発
表

●
作
品
展
示
（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

球磨人吉中体連駅伝競走大会
女子４位　躍進賞　　　男子３位

「わくわく」から「深い学び」へ繋ぐ授業
一武小学校　公開授業研究会 

感謝状を贈呈された小田さん（写真左）

　
10
月
22
日
、
一
武
小
学
校
（
中

嶋
陽
一
校
長
）
で
公
開
授
業
研
究

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
錦
町
学
力
充
実
研
究
推
進
事
業

指
定
校
の
同
校
が
、
今
年
度
取
り

組
ん
で
き
た
成
果
を
発
表
し
た
こ

の
日
は
、1
年
た
ん
ぽ
ぽ
学
級（
坂

﨑
優
平
教
諭
）、
2
年
わ
か
ば
学

級
（
山
口
智
弘
教
諭
）、3
年
（
糸

原
瑞
乃
教
諭
）、
5
年
（
坂
本
皓

貴
教
諭
）
に
よ
る
算
数
科
公
開
授

業
の
後
、
各
教
室
で
授
業
研
究
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
興
味
関
心
を
持

ち
、
生
き
生
き
と
学
べ
る
よ
う
板

書
や
掲
示
物
の
工
夫
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

効
果
的
な
活
用
が
な
さ
れ
た
授
業

を
検
証
。「
わ
く
わ
く
」
か
ら
「
深

い
学
び
」
へ
と
繋
が
る
授
業
づ
く

り
の
研
究
主
題
に
沿
っ
た
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

人権擁護活動に尽力
法務大臣感謝状伝達

― 町政発展に尽力 ―　旭日単光章　受章
（
故
）
税
所 

隆
則 

氏
（
一
武

　覚
井
）

（
故
）
佐
藤 

一
臣 

氏
（
木
上

　上
十
日
市
）

　
今
年
3
月
に
逝
去
さ
れ
た
税
所
隆
則
氏
が
旭

日
単
光
章
を
受
章
し
、
10
月
30
日
、
役
場
で
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
伝
達
式
に
は
妻
の
美

代
里
さ
ん
が
出
席
し
、
森
本
町
長
か
ら
勲
記
と

勲
章
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
税
所
氏
は
平
成
11
年
8
月
に
錦
町
議
会
議
員

に
当
選
以
来
4
期
16
年
に
わ
た
り
在
職
。
産
業

の
実
践
的
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
、
錦
町
産

業
振
興
資
金
貸
与
基
金
の
創
設
に
尽
力
さ
れ
、

農
林
業
及
び
商
工
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
な
ど

町
政
の
伸
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
平

成
25
年
12
月
か
ら
2
年
間
議
長
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
4
月
か
ら
3
年
間
は
、
錦
町

農
業
委
員
と
し
て
農
林
業
振
興
に
も
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

　
10
月
16
日
、
役
場
応
接
室
で
、
任
期
満
了
に
よ

り
人
権
擁
護
委
員
を
退
任
さ
れ
た
小
田
節
子
さ
ん

（
西
指
杉
）
へ
の
法
務
大
臣
感
謝
状
伝
達
式
が
行

わ
れ
、
熊
本
地
方
法
務
局
人
吉
支
局
　
崎
村
和

洋
支
局
長
か
ら
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
田
さ
ん
は
、
平
成
26
年
7
月
か
ら
令
和
2
年

9
月
ま
で
2
期
6
年
3
カ
月
に
わ
た
り
同
委
員
と
し

て
活
動
さ
れ
、
在
職
中
は
人
吉
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
子
ど
も
人
権
委
員
会
副
委
員
長
を
務
め
ら
れ

る
な
ど
、
人
権
擁
護
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
森
本
完一町
長
、
崎
村
支
局
長
か
ら
慰
労
の
言

葉
を
受
け
た
小
田
さ
ん
は
「
新
任
当
時
は
手
探
り

だ
っ
た
が
、
法
務
局
、
町
担
当
者
の
協
力
で
と
て

も
充
実
し
た
活
動
が
出
来
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
への
人
権
啓
発
活
動
を
柱
と
し
、

各
種
行
事
へ
出
向
き
、
寸
劇
や
掲
示
物
を
活
用
し

た
啓
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
研
修
会
に
も
た
く

さ
ん
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
自
分
自
身
の
意
識

も
向
上
し
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活

か
し
、
日
頃
行
っ
て
い
る
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
し
て
、地
域
貢
献
し
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
6
月
に
逝
去
さ
れ
た
佐
藤
一
臣
氏
が
旭

日
単
光
章
を
受
章
し
、
10
月
30
日
、
役
場
で
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
伝
達
式
に
は
妻
の
ふ

み
よ
さ
ん
が
出
席
し
、
森
本
町
長
か
ら
勲
記
と

勲
章
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
氏
は
平
成
11
年
8
月
に
錦
町
議
会
議
員

に
当
選
以
来
3
期
12
年
に
わ
た
り
在
職
。
地
域

の
情
報
発
信
基
点
で
あ
る
道
の
駅
に
付
帯
す
る

錦
く
ら
ん
ど
公
園
、
農
産
物
等
直
売
所
建
設
に

尽
力
さ
れ
、
農
家
所
得
の
向
上
に
寄
与
す
る
な

ど
町
政
の
伸
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

平
成
19
年
8
月
か
ら
2
年
間
副
議
長
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
元
年
4
月
か
ら
9
年
間
は
、
錦
町

農
業
委
員
と
し
て
農
林
業
振
興
に
も
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

人権擁護委員を紹介します。（敬称略）
①地区
②任期
③期数

久保田 健嗣
①木上岩城
②H30.10.1
　～R3.9.30
③1

赤川 龍美
①一武浜川
②H30.4.1
　～R3.3.31
③1

東　睦子
①西久保宇野
②Ｒ2.10.1
　～Ｒ5.9.30
③2

徳田 由紀子
①西久保
②Ｒ2.10.1
　～Ｒ5.9.30
③1

新任

人
権
擁
護
委
員
は

あ
な
た
の
相
談
相
手
で
す
。

　　
人
権
侵
害
を
受
け
、
お
困
り
の
と

き
は
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

・
体
罰
や
い
じ
め
を
受
け
た
。

・
高
齢
者
、
子
ど
も
が
虐
待
を
受
け

　
て
い
る
。

・
い
わ
れ
の
な
い
う
わ
さ
を
た
て
ら

　
れ
、
名
誉
や
信
用
を
失
っ
た
。

「
特
設
人
権
相
談
所
」
開
設

　
期
日
　
12
月
4
日
（
金
）

　
時
間
　
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

　
場
所
　
錦
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
10
月
13
日
、
球
磨
人
吉
中
体
連
駅

伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
、
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
を

ス
タ
ー
ト
ゴ
ー
ル
と
し
、
女
子
5
区

間
12
㎞
、
男
子
6
区
間
20
㎞
。
各
選

手
が
激
走
し
、
一
本
の
タ
ス
キ
を
繋

ぎ
、
男
女
と
も
入
賞
を
果
た
す
活

躍
。
女
子
は
昨
年
の

7
位
か
ら
3
つ
順
位

を
上
げ
、
躍
進
賞
を

獲
得
し
ま
し
た
。
　

３年生の公開授業
タブレットパソコンは1人1台。
場面に応じて活用しています。

錦中学校　錦学祭「繋ぐ」
初のオンライン開催

　
11
月
8
日
、
錦
中
学
校
（
那
須
さ
と

み
校
長
）
で
錦
学
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
の
た
め
保
護
者
な
ど
の
観
覧
者
な
し

で
実
施
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
動
画
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

各
家
庭
に
配
信
し
ま
し
た
。
初
の
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
で
し
た
が
、
実
行
委
員
を

中
心
に
円
滑
な
運
営
が
図
ら
れ
、
日
頃

の
学
習
や
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

オープニングセレモニーで演奏する吹奏楽部（下中央は動画配信を行うための撮影者）

各教室等で行われたプレゼンテーション

多目的ホールで作品を見る生徒ら

男子（２区）　福田選手

男子（１区）　豊永選手（写真中央）女子（５区）　澁谷選手

（男子）総合タイム　1時間9分2秒
　1区　4km　豊永　大成　（3年）
　2区　3km　福田　歩　　（3年）
　3区　3km　有馬　聖　　（3年）
　4区　3km　平野　秀太郎（3年）
　5区　3km　豊永　瑠輝　（3年）
　6区　4km　中村　晋梧　（3年）

（女子）総合タイム　47分56秒
　1区　3km　澁谷　唯南　（1年）
　2区　2km　豊永　明李凪（1年）
　3区　2km　金山　恵　　（3年）
　4区　2km　木下　優花　（3年）
　5区　3km　澁谷　結依　（2年）

問合せ　住民福祉課　☎38-1112
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―
主
な
発
表
内
容
な
ど
―
　

●
ス
テ
ー
ジ
発
表
　
学
習
劇

　
1
年
「
今
の
水
俣
を
伝
え
た
い
」

　
2
年
「
錦
町
の
戦
争
の
記
憶

　
　
　
　
～
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
る
こ
と
～
」

　
3
年
「
あ
の
頃
！
」

●
学
習
発
表

　
対
話
的
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
各
学
年
15
班
編
成
で
発
表

●
作
品
展
示
（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

球磨人吉中体連駅伝競走大会
女子４位　躍進賞　　　男子３位

「わくわく」から「深い学び」へ繋ぐ授業
一武小学校　公開授業研究会 

感謝状を贈呈された小田さん（写真左）

　
10
月
22
日
、
一
武
小
学
校
（
中

嶋
陽
一
校
長
）
で
公
開
授
業
研
究

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
錦
町
学
力
充
実
研
究
推
進
事
業

指
定
校
の
同
校
が
、
今
年
度
取
り

組
ん
で
き
た
成
果
を
発
表
し
た
こ

の
日
は
、1
年
た
ん
ぽ
ぽ
学
級（
坂

﨑
優
平
教
諭
）、
2
年
わ
か
ば
学

級
（
山
口
智
弘
教
諭
）、3
年
（
糸

原
瑞
乃
教
諭
）、
5
年
（
坂
本
皓

貴
教
諭
）
に
よ
る
算
数
科
公
開
授

業
の
後
、
各
教
室
で
授
業
研
究
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
興
味
関
心
を
持

ち
、
生
き
生
き
と
学
べ
る
よ
う
板

書
や
掲
示
物
の
工
夫
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

効
果
的
な
活
用
が
な
さ
れ
た
授
業

を
検
証
。「
わ
く
わ
く
」
か
ら
「
深

い
学
び
」
へ
と
繋
が
る
授
業
づ
く

り
の
研
究
主
題
に
沿
っ
た
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

人権擁護活動に尽力
法務大臣感謝状伝達

― 町政発展に尽力 ―　旭日単光章　受章
（
故
）
税
所 

隆
則 

氏
（
一
武

　覚
井
）

（
故
）
佐
藤 

一
臣 

氏
（
木
上

　上
十
日
市
）

　
今
年
3
月
に
逝
去
さ
れ
た
税
所
隆
則
氏
が
旭

日
単
光
章
を
受
章
し
、
10
月
30
日
、
役
場
で
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
伝
達
式
に
は
妻
の
美

代
里
さ
ん
が
出
席
し
、
森
本
町
長
か
ら
勲
記
と

勲
章
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
税
所
氏
は
平
成
11
年
8
月
に
錦
町
議
会
議
員

に
当
選
以
来
4
期
16
年
に
わ
た
り
在
職
。
産
業

の
実
践
的
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
、
錦
町
産

業
振
興
資
金
貸
与
基
金
の
創
設
に
尽
力
さ
れ
、

農
林
業
及
び
商
工
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
な
ど

町
政
の
伸
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
平

成
25
年
12
月
か
ら
2
年
間
議
長
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
4
月
か
ら
3
年
間
は
、
錦
町

農
業
委
員
と
し
て
農
林
業
振
興
に
も
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

　
10
月
16
日
、
役
場
応
接
室
で
、
任
期
満
了
に
よ

り
人
権
擁
護
委
員
を
退
任
さ
れ
た
小
田
節
子
さ
ん

（
西
指
杉
）
へ
の
法
務
大
臣
感
謝
状
伝
達
式
が
行

わ
れ
、
熊
本
地
方
法
務
局
人
吉
支
局
　
崎
村
和

洋
支
局
長
か
ら
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
田
さ
ん
は
、
平
成
26
年
7
月
か
ら
令
和
2
年

9
月
ま
で
2
期
6
年
3
カ
月
に
わ
た
り
同
委
員
と
し

て
活
動
さ
れ
、
在
職
中
は
人
吉
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
子
ど
も
人
権
委
員
会
副
委
員
長
を
務
め
ら
れ

る
な
ど
、
人
権
擁
護
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
森
本
完一町
長
、
崎
村
支
局
長
か
ら
慰
労
の
言

葉
を
受
け
た
小
田
さ
ん
は
「
新
任
当
時
は
手
探
り

だ
っ
た
が
、
法
務
局
、
町
担
当
者
の
協
力
で
と
て

も
充
実
し
た
活
動
が
出
来
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
への
人
権
啓
発
活
動
を
柱
と
し
、

各
種
行
事
へ
出
向
き
、
寸
劇
や
掲
示
物
を
活
用
し

た
啓
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
研
修
会
に
も
た
く

さ
ん
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
自
分
自
身
の
意
識

も
向
上
し
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活

か
し
、
日
頃
行
っ
て
い
る
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
し
て
、地
域
貢
献
し
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
6
月
に
逝
去
さ
れ
た
佐
藤
一
臣
氏
が
旭

日
単
光
章
を
受
章
し
、
10
月
30
日
、
役
場
で
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
伝
達
式
に
は
妻
の
ふ

み
よ
さ
ん
が
出
席
し
、
森
本
町
長
か
ら
勲
記
と

勲
章
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
氏
は
平
成
11
年
8
月
に
錦
町
議
会
議
員

に
当
選
以
来
3
期
12
年
に
わ
た
り
在
職
。
地
域

の
情
報
発
信
基
点
で
あ
る
道
の
駅
に
付
帯
す
る

錦
く
ら
ん
ど
公
園
、
農
産
物
等
直
売
所
建
設
に

尽
力
さ
れ
、
農
家
所
得
の
向
上
に
寄
与
す
る
な

ど
町
政
の
伸
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

平
成
19
年
8
月
か
ら
2
年
間
副
議
長
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
元
年
4
月
か
ら
9
年
間
は
、
錦
町

農
業
委
員
と
し
て
農
林
業
振
興
に
も
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

人権擁護委員を紹介します。（敬称略）
①地区
②任期
③期数

久保田 健嗣
①木上岩城
②H30.10.1
　～R3.9.30
③1

赤川 龍美
①一武浜川
②H30.4.1
　～R3.3.31
③1

東　睦子
①西久保宇野
②Ｒ2.10.1
　～Ｒ5.9.30
③2

徳田 由紀子
①西久保
②Ｒ2.10.1
　～Ｒ5.9.30
③1

新任

人
権
擁
護
委
員
は

あ
な
た
の
相
談
相
手
で
す
。

　　
人
権
侵
害
を
受
け
、
お
困
り
の
と

き
は
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

・
体
罰
や
い
じ
め
を
受
け
た
。

・
高
齢
者
、
子
ど
も
が
虐
待
を
受
け

　
て
い
る
。

・
い
わ
れ
の
な
い
う
わ
さ
を
た
て
ら

　
れ
、
名
誉
や
信
用
を
失
っ
た
。

「
特
設
人
権
相
談
所
」
開
設

　
期
日
　
12
月
4
日
（
金
）

　
時
間
　
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

　
場
所
　
錦
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
10
月
13
日
、
球
磨
人
吉
中
体
連
駅

伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
、
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
を

ス
タ
ー
ト
ゴ
ー
ル
と
し
、
女
子
5
区

間
12
㎞
、
男
子
6
区
間
20
㎞
。
各
選

手
が
激
走
し
、
一
本
の
タ
ス
キ
を
繋

ぎ
、
男
女
と
も
入
賞
を
果
た
す
活

躍
。
女
子
は
昨
年
の

7
位
か
ら
3
つ
順
位

を
上
げ
、
躍
進
賞
を

獲
得
し
ま
し
た
。
　

３年生の公開授業
タブレットパソコンは1人1台。
場面に応じて活用しています。

錦中学校　錦学祭「繋ぐ」
初のオンライン開催

　
11
月
8
日
、
錦
中
学
校
（
那
須
さ
と

み
校
長
）
で
錦
学
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
の
た
め
保
護
者
な
ど
の
観
覧
者
な
し

で
実
施
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
動
画
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

各
家
庭
に
配
信
し
ま
し
た
。
初
の
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
で
し
た
が
、
実
行
委
員
を

中
心
に
円
滑
な
運
営
が
図
ら
れ
、
日
頃

の
学
習
や
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

オープニングセレモニーで演奏する吹奏楽部（下中央は動画配信を行うための撮影者）

各教室等で行われたプレゼンテーション

多目的ホールで作品を見る生徒ら

男子（２区）　福田選手

男子（１区）　豊永選手（写真中央）女子（５区）　澁谷選手

（男子）総合タイム　1時間9分2秒
　1区　4km　豊永　大成　（3年）
　2区　3km　福田　歩　　（3年）
　3区　3km　有馬　聖　　（3年）
　4区　3km　平野　秀太郎（3年）
　5区　3km　豊永　瑠輝　（3年）
　6区　4km　中村　晋梧　（3年）

（女子）総合タイム　47分56秒
　1区　3km　澁谷　唯南　（1年）
　2区　2km　豊永　明李凪（1年）
　3区　2km　金山　恵　　（3年）
　4区　2km　木下　優花　（3年）
　5区　3km　澁谷　結依　（2年）

問合せ　住民福祉課　☎38-1112

Nishiki  Topics

3 広報錦  2020 年 12 月号



お知らせ

仮設住宅の完成・入居について
　熊本県が、大王原公園（西下大鶴）に建設
をすすめていた仮設住宅が完成しました。
　被災された球磨村の83世帯の方々が10月末
までに入居されました。
　　　 （公園遊具側から撮影＝R2.10.20＝）

写真左２番目から、垣下さん、岩瀬さん、中川さん、小川さん、早田さん

永年にわたり給食調理業務に尽力
熊本県学校給食功労者等表彰

　
11
月
6
日
、
給
食
セ
ン
タ
ー
で
、
学
校
給
食
の

献
立
調
理
業
務
に
20
年
以
上
勤
務
し
、
豊
か
な
給

食
の
献
立
調
理
に
努
力
さ
れ
た
5
名
の
調
理
員
に
、

熊
本
県
学
校
給
食
功
労
者
等
感
謝
状
が
小
田
定
則

教
育
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
学
校
給
食
振
興
に
貢
献
し
た
者
に
対
し
、

永
年
の
勤
務
を
称
え
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
た

め
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
今
回
受
賞
の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
主
　
任
　
垣
下
美
千
代
さ
ん
　
23
年
勤
務

　
副
主
任
　
岩
瀬
ま
ゆ
み
さ
ん
　
27
年
勤
務

　
調
理
員
　
中
川
み
ど
り
さ
ん
　
27
年
勤
務

　
調
理
員
　
小
川
　
美
恵
さ
ん
　
38
年
勤
務

　
調
理
員
　
早
田
つ
る
子
さ
ん
　
39
年
勤
務

　
長
い
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
錦
町
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
安
心
安

全
で
美
味
し
い
給
食
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

除草作業ボランティアに400人
くま川鉄道復旧を願って

　
11
月
1
日
、
く
ま
川
鉄
道
線

路
敷
地
内
の
除
草
作
業
が
あ
り

ま
し
た
。

　
各
行
政
区
長
を
通
じ
て
町
内

に
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
、
こ

の
日
は
、
錦
町
役
場
職
員
互
助

会
か
ら
も
参
加
。
約
4
0
0
人

が
朝
7
時
か
ら
1
時
間
半
程

度
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
肥
後
西
村
駅
、
一
武
駅
、
木

上
駅
の
3
つ
の
駅
を
有
す
る
本

町
に
敷
設
さ
れ
た
線
路
の
延
長

は
約
7
㎞
。
行
政
区
ご
と
に
作

業
区
域
を
分
担
。
蔦
や
雑
草
で

線
路
が
見
え
な
い
場
所
で
は
作

業
が
難
航
し
ま
し
た
が
、
す
っ

か
り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
町
内
の
20
代
男
性

は
「
ほ
ん
の
4
カ
月
で
、
こ
ん

な
に
も
草
が
生
い

茂
っ
て
し
ま
う
と

は
。
日
頃
見
て
い

る
景
色
が
荒
れ
放

題
で
は
気
持
ち
が

沈
ん
で
し
ま
う
。

復
旧
ま
で
の
間
、

自
分
た
ち
で
出
来

る
こ
と
は
、
こ
れ

か
ら
も
手
伝
い
た

い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

藤田部長（写真右から2番目）と竹田副部長（写真右）

商工会女性部による手づくり竹ほうき
各小中学校と錦町役場へ計50本寄贈

　
10
月
23
日
、
商
工
会
女
性
部
の
藤
田
志
加

子
部
長
と
竹
田
壽
美
子
副
部
長
が
役
場
を
訪

れ
、
手
づ
く
り
の
竹
ほ
う
き
を
10
本
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
同
部
に
と
っ
て

初
め
て
の
取
り
組
み
で
、
今
年
は
25
人
の
部

員
が
参
加
。
2
日
が
か
り
で
１
０
０
本
を
製

作
し
、各
小
中
学
校
に
も
10
本
ず
つ
（
計
40
本
）

を
寄
贈
し
た
こ
と
を
森
本
町
長
へ
報
告
し
ま

し
た
。

　
藤
田
部
長
は
「
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て

取
り
組
ん
だ
。
錦
町
の
子
ど
も
た
ち
は
、
清

掃
活
動
を
通
し
て
施
設
を
大
切
に
使
う
心
も

育
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
け
取
っ
た
森
本
町
長
は
「
毎
朝
、
職
員

が
実
施
し
て
い
る
庁
舎
周
り
の
清
掃
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
。
心
を
込
め
て
作
っ
て
い

た
だ
い
た
竹
ほ
う
き
で
、
よ
り
一
層
の
環
境

美
化
推
進
に
努
め
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
8
日
、
錦
町
消

防
団（
牟
田
弘
美
団
長
）

に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
錦
町
役
場
前
を
午
後

2
時
に
出
発
。
6
台
の

消
防
車
両
な
ど
が
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
な
が

ら
、
町
内
各
地
域
で
火

災
予
防
の
呼
び
か
け
を

行
い
ま
し
た
。

　
11
月
8
日
、
木
上
平
野
地

区
と
木
上
目
郎
地
区
に
架
か

る
「
き
の
え
大
橋
」
付
近
で
、

あ
さ
ぎ
り
町
消
防
団
と
の
合

同
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
日
は
、
錦
町
消
防
団

第
6
分
団
・
第
7
分
団
が
出

動
し
、
牟
田
弘
美
団
長
以
下

40
人
、
あ
さ
ぎ
り
町
消
防
団

は
48
人
が
参
加
。
訓
練
は
、

木
上
馬
場
地
区
の
球
磨
川
右

岸
か
ら
出
火
し
た
と
想
定
。

実
際
の
火
災
さ
な
が
ら
に
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
た
消
防
車

両
が
出
動
し
ま
し
た
。

　
あ
さ
ぎ
り
町
消
防
団
と
の

合
同
訓
練
は
初
め
て
で
、
両

町
に
お
け
る
消
防
活
動
の
連

携
が
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。

　
秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間
（
11
月
9
日
か

ら
15
日
）
に
合
わ
せ
、
人
吉
下
球
磨
消
防
組

合
東
分
署
（
池
田
慎
也
分
署
長
）
が
、
町
内

各
保
育
園
・
こ
ど
も
園
を
巡
回
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
幼
年

消
防
防
火
パ
レ
ー
ド
の
代
替
と
し
て
実
施
。

 

池
田
分
署
長
は
「
防
火
意
識
の
醸
成
は
も
と

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い
出
づ
く
り
の
一
助

に
な
れ
ば
と
企
画
し
た
。
た
く
さ
ん
の
笑
顔

が
何
よ
り
う
れ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
期
間
中
、
あ
い
ね
っ
と
放
送
で

各
園
か
ら
火
災
予
防
の
呼
び
か
け
を
実
施
し

ま
し
た
。

四
季
折
々
の
風
景
の
中
を
颯
爽
と
走
り
抜
け
る
『
田
園

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
』
の
姿
を
再
び
見
る
こ
と
が
出
来
る
日

ま
で
、
景
観
を
守
り
続
け
た
い
も
の
で
す
。

　10月14日、錦町区長会の髙橋秀明会長と市田昇副会長が役場を訪れ、令和2年7
月豪雨により被災された方々へ役立ててもらうため各行政区長（26人）から集め
られた義援金を森本町長に届けられました。

　11月6日、一般社団法人熊本県農業会議　森日出輝会長と熊本県認定農業者連絡
会議　西原禎二会長が役場を訪れ、熊本県内の農業委員会系統組織・認定農業者
協議会組織会員から集められた義援金を髙瀬副町長に届けられました。立会人と
して、錦町農業委員会　谷口一也会長、錦町認定農業者会　山崎真一会長が出席
されました。

　11月4日、錦町職員互助会（会員96人）から集められた義援金が届けられ、高
山拓二会長（写真＝右から2番目）、馬場和広副会長（同＝左から2番目）、河津
清臣幹事（同＝左）の3人が森本町長へ手渡しました。

義援金　ありがとうございました。

髙橋会長（左）と市田副会長（右）

森会長（右）と西原会長（左）

みんなで敬礼！（一武こども園＝11月9日撮影＝）

Nishiki  TopicsNishiki  Topics

火の用心！！ 秋の全国火災予防週間　「その火事を防ぐあなたに金メダル」

東分署が各保育園・こども園を巡回東分署が各保育園・こども園を巡回

防火パレード

錦町・あさぎり町消防団合同訓練
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お知らせ

仮設住宅の完成・入居について
　熊本県が、大王原公園（西下大鶴）に建設
をすすめていた仮設住宅が完成しました。
　被災された球磨村の83世帯の方々が10月末
までに入居されました。
　　　 （公園遊具側から撮影＝R2.10.20＝）

写真左２番目から、垣下さん、岩瀬さん、中川さん、小川さん、早田さん

永年にわたり給食調理業務に尽力
熊本県学校給食功労者等表彰

　
11
月
6
日
、
給
食
セ
ン
タ
ー
で
、
学
校
給
食
の

献
立
調
理
業
務
に
20
年
以
上
勤
務
し
、
豊
か
な
給

食
の
献
立
調
理
に
努
力
さ
れ
た
5
名
の
調
理
員
に
、

熊
本
県
学
校
給
食
功
労
者
等
感
謝
状
が
小
田
定
則

教
育
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
学
校
給
食
振
興
に
貢
献
し
た
者
に
対
し
、

永
年
の
勤
務
を
称
え
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
た

め
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
今
回
受
賞
の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
主
　
任
　
垣
下
美
千
代
さ
ん
　
23
年
勤
務

　
副
主
任
　
岩
瀬
ま
ゆ
み
さ
ん
　
27
年
勤
務

　
調
理
員
　
中
川
み
ど
り
さ
ん
　
27
年
勤
務

　
調
理
員
　
小
川
　
美
恵
さ
ん
　
38
年
勤
務

　
調
理
員
　
早
田
つ
る
子
さ
ん
　
39
年
勤
務

　
長
い
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
錦
町
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
安
心
安

全
で
美
味
し
い
給
食
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

除草作業ボランティアに400人
くま川鉄道復旧を願って

　
11
月
1
日
、
く
ま
川
鉄
道
線

路
敷
地
内
の
除
草
作
業
が
あ
り

ま
し
た
。

　
各
行
政
区
長
を
通
じ
て
町
内

に
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
、
こ

の
日
は
、
錦
町
役
場
職
員
互
助

会
か
ら
も
参
加
。
約
4
0
0
人

が
朝
7
時
か
ら
1
時
間
半
程

度
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
肥
後
西
村
駅
、
一
武
駅
、
木

上
駅
の
3
つ
の
駅
を
有
す
る
本

町
に
敷
設
さ
れ
た
線
路
の
延
長

は
約
7
㎞
。
行
政
区
ご
と
に
作

業
区
域
を
分
担
。
蔦
や
雑
草
で

線
路
が
見
え
な
い
場
所
で
は
作

業
が
難
航
し
ま
し
た
が
、
す
っ

か
り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
町
内
の
20
代
男
性

は
「
ほ
ん
の
4
カ
月
で
、
こ
ん

な
に
も
草
が
生
い

茂
っ
て
し
ま
う
と

は
。
日
頃
見
て
い

る
景
色
が
荒
れ
放

題
で
は
気
持
ち
が

沈
ん
で
し
ま
う
。

復
旧
ま
で
の
間
、

自
分
た
ち
で
出
来

る
こ
と
は
、
こ
れ

か
ら
も
手
伝
い
た

い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

藤田部長（写真右から2番目）と竹田副部長（写真右）

商工会女性部による手づくり竹ほうき
各小中学校と錦町役場へ計50本寄贈

　
10
月
23
日
、
商
工
会
女
性
部
の
藤
田
志
加

子
部
長
と
竹
田
壽
美
子
副
部
長
が
役
場
を
訪

れ
、
手
づ
く
り
の
竹
ほ
う
き
を
10
本
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
同
部
に
と
っ
て

初
め
て
の
取
り
組
み
で
、
今
年
は
25
人
の
部

員
が
参
加
。
2
日
が
か
り
で
１
０
０
本
を
製

作
し
、各
小
中
学
校
に
も
10
本
ず
つ
（
計
40
本
）

を
寄
贈
し
た
こ
と
を
森
本
町
長
へ
報
告
し
ま

し
た
。

　
藤
田
部
長
は
「
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て

取
り
組
ん
だ
。
錦
町
の
子
ど
も
た
ち
は
、
清

掃
活
動
を
通
し
て
施
設
を
大
切
に
使
う
心
も

育
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
け
取
っ
た
森
本
町
長
は
「
毎
朝
、
職
員

が
実
施
し
て
い
る
庁
舎
周
り
の
清
掃
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
。
心
を
込
め
て
作
っ
て
い

た
だ
い
た
竹
ほ
う
き
で
、
よ
り
一
層
の
環
境

美
化
推
進
に
努
め
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
8
日
、
錦
町
消

防
団（
牟
田
弘
美
団
長
）

に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
錦
町
役
場
前
を
午
後

2
時
に
出
発
。
6
台
の

消
防
車
両
な
ど
が
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
な
が

ら
、
町
内
各
地
域
で
火

災
予
防
の
呼
び
か
け
を

行
い
ま
し
た
。

　
11
月
8
日
、
木
上
平
野
地

区
と
木
上
目
郎
地
区
に
架
か

る
「
き
の
え
大
橋
」
付
近
で
、

あ
さ
ぎ
り
町
消
防
団
と
の
合

同
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
日
は
、
錦
町
消
防
団

第
6
分
団
・
第
7
分
団
が
出

動
し
、
牟
田
弘
美
団
長
以
下

40
人
、
あ
さ
ぎ
り
町
消
防
団

は
48
人
が
参
加
。
訓
練
は
、

木
上
馬
場
地
区
の
球
磨
川
右

岸
か
ら
出
火
し
た
と
想
定
。

実
際
の
火
災
さ
な
が
ら
に
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
た
消
防
車

両
が
出
動
し
ま
し
た
。

　
あ
さ
ぎ
り
町
消
防
団
と
の

合
同
訓
練
は
初
め
て
で
、
両

町
に
お
け
る
消
防
活
動
の
連

携
が
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。

　
秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間
（
11
月
9
日
か

ら
15
日
）
に
合
わ
せ
、
人
吉
下
球
磨
消
防
組

合
東
分
署
（
池
田
慎
也
分
署
長
）
が
、
町
内

各
保
育
園
・
こ
ど
も
園
を
巡
回
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
幼
年

消
防
防
火
パ
レ
ー
ド
の
代
替
と
し
て
実
施
。

 
池
田
分
署
長
は
「
防
火
意
識
の
醸
成
は
も
と

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い
出
づ
く
り
の
一
助

に
な
れ
ば
と
企
画
し
た
。
た
く
さ
ん
の
笑
顔

が
何
よ
り
う
れ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
期
間
中
、
あ
い
ね
っ
と
放
送
で

各
園
か
ら
火
災
予
防
の
呼
び
か
け
を
実
施
し

ま
し
た
。

四
季
折
々
の
風
景
の
中
を
颯
爽
と
走
り
抜
け
る
『
田
園

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
』
の
姿
を
再
び
見
る
こ
と
が
出
来
る
日

ま
で
、
景
観
を
守
り
続
け
た
い
も
の
で
す
。

　10月14日、錦町区長会の髙橋秀明会長と市田昇副会長が役場を訪れ、令和2年7
月豪雨により被災された方々へ役立ててもらうため各行政区長（26人）から集め
られた義援金を森本町長に届けられました。

　11月6日、一般社団法人熊本県農業会議　森日出輝会長と熊本県認定農業者連絡
会議　西原禎二会長が役場を訪れ、熊本県内の農業委員会系統組織・認定農業者
協議会組織会員から集められた義援金を髙瀬副町長に届けられました。立会人と
して、錦町農業委員会　谷口一也会長、錦町認定農業者会　山崎真一会長が出席
されました。

　11月4日、錦町職員互助会（会員96人）から集められた義援金が届けられ、高
山拓二会長（写真＝右から2番目）、馬場和広副会長（同＝左から2番目）、河津
清臣幹事（同＝左）の3人が森本町長へ手渡しました。

義援金　ありがとうございました。

髙橋会長（左）と市田副会長（右）

森会長（右）と西原会長（左）

みんなで敬礼！（一武こども園＝11月9日撮影＝）

Nishiki  TopicsNishiki  Topics

火の用心！！ 秋の全国火災予防週間　「その火事を防ぐあなたに金メダル」

東分署が各保育園・こども園を巡回東分署が各保育園・こども園を巡回

防火パレード

錦町・あさぎり町消防団合同訓練
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川辺川に流水型ダム建設、知事表明を受けて
　7月3日4日の豪雨は、60人（行方不明者2人）もの尊い命を奪い、4,200棟の居宅財産を全半壊する未
曽有の洪水でありました。この発生原因の一つとして、地球温暖化による気候変動が考えられます。資
料によると時間雨量50㍉以上の年間発生回数は、10年間で1.5倍の106回になり、気温も100年間で
1.85℃上昇しております。また、今回の降雨量は、昭和40年時の24時間雨量を2倍以上、上回っており
ます。つまり、10年前と現在を比較し、その上に今後の降水量を素人ながら考えると、今回以上の雨が
降る確率は高くなると推察することができます。

　知事の「ダム白紙撤回」以来、11年間、これまで最大といわれた昭和40年災害に対応すべき、「ダム
によらない対策」を論じてきました。ようやく10案が出来上がり、絞り込む段階でありましたが、その
10案も工期が50年以上かかり、また、工費も1兆円を要するなど非現実的なものでありました。

　今回の出来事は、その過程に発生しました。人吉地点でのピーク流量は毎秒7,400㌧、昭和40年の1.4
倍に及ぶ降水量であり、現実の惨状を目の当たりにして、私ども流域市町村長は、8月20日に「ダムを含
めた検証の必要性、早急な結論」を求めた決議を12市町村長一致した考えのもと決定しました。

　その後、2回の検証委員会が行われ、ダムありの場合、川辺川の氾濫は起こらず、人吉市の浸水被害範
囲も6割が減少、浸水深3ｍ以上が9割程度減少するシミュレーション結果が出ました。また、人吉地点で
の流量は2,600㌧減少し4,800㌧に、水深も1.9ｍ下がることも示されました。
　下流の球磨村、芦北町、八代市坂本町の水深も、1ｍから2ｍほど下がり、被害も最小限に抑えること
ができたのではないか。

　このように、ダムには洪水調節の大きな効果があり、河川掘削や引き堤などを組み合わせることで、
さらに治水安全度をあげることができます。
　加えて、当初計画のダムは、貯留タイプになっており、これを穴あき方式の流水タイプにすることで、
清流も守ることができます。

　今回の被害で、ＪＲやくま川鉄道、国県市町村道、農業、林業、観光など、多くの分野で大きなダメー
ジを受けました。早急な治水の方向を示さなければ、流域の経済は手詰まりになっていきます。あわせ
て、人口の流出、風評被害による観光客の減も考えられ、流域の復興は大きく遅れてしまいます。

　このほど、国、県、市町村、住民の流域で治水を整える、「流域治水」の説明がありました。球磨川の
ような急流では難しい面があるかと思いますが、清流を守り「川辺川ダムを柱としたベストミックス」に
より、流域住民の尊い生命そして財産を守ることができます。

　ダム建設には数年がかかります。この間、来年にも線状降水帯が発生し、豪雨があることも充分に予
想されます。時間的余裕はなく、国県、そして我々市町村も、ソフト対策や河床浚渫など、できることは
躊躇なく実施しなければなりません。

　この様な悲劇を繰り返さないため、また、流域の人々の安全福利のため、科学的な分析によって評価
された「川辺川ダムの建設」を決断されるよう、蒲島知事には、これまで要望してきました。

　結果として、19日、蒲島知事の「川辺川に流水型のダム建設を国に求める」正式表明となりました。
　町民の皆さまにおかれましては、様々なお考えがあるかと存じますが、どうかご理解のうえ、ご協力を
いただきますようお願いします。

町 長 の 声あいねっと放送・インターネット設備機器（ＯＮＵ）更新のおしらせ
　現在使用している放送告知システム（あいねっと放送・錦ブロードバンドサービス）は平成23年
度に導入し、今年度で10年が経過します。
　皆さまのご家庭（事業所）に設置している二つの機器のうち、ＯＮＵ（※1）は、メーカーによ
る製造の終了に伴い保守部品もない状態となっており、新規加入はもとより、故障対応時にも支障
をきたすなど、ご迷惑をお掛けしております。
　つきましては、下記のとおり機器更新を行いますので、本事業の主旨をご理解のうえ、ご協力い
ただきますようよろしくお願いします。
　なお、ＯＮＵを交換することにより、インターネットの回線速度が最大100Mbpsから最大
1Gbps（※2）へ増加することから、利用環境の改善が期待できますことを申し添えます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
１．スケジュール　　令和３年１月から、順次、各ご家庭(事業所)の機器を交換します。
２．受  託  業  者　　イクストライド株式会社（人吉市鬼木町）
　　　　　　　　　　◆交換の際は、証明書を持った担当者が伺います。
３．作  業  内  容　　 機器（ＯＮＵ）交換
　　　　　　　　　　◆30分程度で完了します。古いＯＮＵは回収します。

※１　ＯＮＵ…光ケーブルと告知端末の間にある機器で、「放送」と「インターネット」を処理します。 
※２　最大１Gbpsとは、お客様宅内に設置するＯＮＵから役場側までの間における技術上の最大値であり、ご家庭
　　　（事業所）での実使用速度を示すものではありません。

                                                  ―　加入者の皆さまへ　―
　作業日程は集落単位で決定します。事前に届く通知文で、作業日時をご確認ください。
　都合がつかない場合、企画観光課までご連絡ください。当日は、証明書を持った作業員が訪問し
ます。ＯＮＵの交換やインターネット回線の速度増加に伴う新たな費用は発生しません。今回の作
業に便乗した詐欺や悪徳業者による訪問などにご注意ください。

問合せ　　企画観光課　☎ ３８－4 419
中止のお知らせ
令和 3 年 1月に開催を予定しておりました「錦町新春の集い」は、中止となりました。

新ＯＮＵ

交換しません

ＯＮＵ
告知端末

交換します

現在設置されている機器は「ＯＮＵ」と「告知端末」

これまでの接続図 ＯＮＵ 告知端末
Wi-Fiルーター
又はパソコンLANケーブル LANケーブル

更新後の接続図 ＯＮＵ

告知端末

告知端末

Wi-Fiルーター
又はパソコン

LANケーブル

LANケーブル

インターネット接続サービス加入者
で、O N Uと告 知 端 末、もしくは
Wi-Fiルーターが別室などで離れて
いる場合は、お客様ご自身で長い
LANケーブルをご準備ください。

ちゅうちょ
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　令和2年7月豪雨により被害を受けられた皆さまに、心からお見舞い申し上げます。
　この度の災害により、住宅や家財などに損害を受けられた方は、雑損控除をはじめとした
所得税（住民税）の軽減等の措置を受けられる場合があります。
　令和２年分確定申告期（令和3年1月から3月）においては、多くの相談者が来場されるこ
とで、申告相談会場の混雑が予想されることから、事前の相談をお願いいたします。
　雑損控除をはじめとした所得税の軽減等の措置の詳しい内容については、国税庁ホーム
ページ(https://www.nta.go.jp/)をご覧いただくか、最寄りの税務署にお尋ねください。
人吉税務署（電話23-2311）※自動音声案内

　今年の冬は、インフルエンザと新型コロナウイルス感染症の同時流行の可能性があります
が、発熱があった方に関して、これらを見分けることは困難です。
　適切な検査や感染防止のため、発熱などの症状があった場合は、まずはかかりつけ医や最
寄りの医療機関などに電話などでご相談いただきますようお願いします。
　相談する医療機関に迷うときは、発熱患者専用電話番号（0570‐096‐567）へお問い合わ
せください。

令和２年７月豪雨により被害を受けた皆さまへ

医療機関の受診に関するお願い

問合せ　　　　税務課　  ☎３８‒１１１4
健康保険課　  ☎３８‒１１１3

※納期限を過ぎると、コンビニ納付はできませんのでご注意ください！
※毎月の料金等についても、納め忘れがないようにお願いします。
※後期高齢者医療保険料の納期限は１月４日（月）です。

１２月は町県民税（4期）・国民健康保険税（７期）・
介護保険料（5期）・後期高齢者医療保険料（6期）

の納期です！
納　期　限【１２月２５日（金）】
口座振替日【１２月２５日（金）】

発熱など 医療機関へ
事前連絡

受診・検査

年度
平成20年度
平成21年度
平成22年度
平成23年度
平成24年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度
平成28年度
平成29年度
平成30年度
平成31年度

計

寄附額（円） 件数（人）

（単位：千円）

575,000
590,000
771,000
548,000
408,000
507,000

35,040,410
71,478,980
54,506,973
39,993,000
85,275,008
171,619,083
461,312,454

30
27
32
15
19
18

1,789
4,688
3,055
2,271
5,081

10,387
27,412

使　　い　　道 基金取崩額（円）
福祉、少子化及び高齢者対策に関する事業
自然環境保全、景観の維持に関する事業
産業の振興に関する事業
教育、スポーツ活動の充実に関する事業
歴史、文化の保存に関する事業
人吉海軍航空隊基地跡の保存・活用に関する事業
その他、目標達成のために町長が必要と認める事業
　　　　　　　　　　計

32,253,000
9,045,000
4,173,000
6,931,000
2,357,000
2,018,000

13,223,000
70,000,000

　錦町では、「ふるさと納税制度」がスタートした平成20年度
から、「ふるさと錦寄附金条例」に基づきいただいた寄附金
を、寄附者の意向に沿った事業に活用しています。
　今回、平成20年度から平成31年度の寄附受入実績と寄附金の
使用状況を報告します。多くの皆様から寄せられた多大な寄附
に深く感謝し、なお一層制度の充実に努めていきます。今後
も、「人の和を大切にし、老いても安心して暮らせる町、若人
に夢と希望が持てる町」の実現のために、町民の皆様と、ふる
さとを遠く離れた方々のご理解・ご協力をお願いします。

　引上げ分に係る地方消費税収については、地方税法の規定により、「消費税法第１条第２項に規定
する経費及び社会福祉、社会保険及び保健衛生に関する施策に要する経費に充てるものとする。」と
されております。
　また、社会保障・税一体改革大綱においても、「引き上げ分の消費税収については、その使い道を
明確にして、官の肥大化には使わず全て国民に還元し、社会保障財源化する。」とされております。
　上記趣旨を踏まえ、引上げ分に係る地方消費税収の使い道について町民の皆様にお知らせすること
としました。
　平成31年度決算における引上げ分に係る地方消費税収の使途については以下のとおりです。

【歳入】地方消費税交付金（社会保障財源分）  　　　 78,755 千円
【歳出】消費税法第１条第２項に規定する経費その他社会保障施策に要する経費　　1,477,383 千円

ふるさと納税制度導入から今まで

平成31年度決算における地方消費税収（引上げ分）の使途について

問合せ　　企画観光課　☎  3 8 - 4 419

■年度別寄附金の受入状況

■寄附金を事業に利用した実績（H31）

充当事業名　　　　 　経　費

社会福祉事業
老人福祉事業
児童福祉事業

小　計
予防事業
小　計

480,596
213,530
753,864

1,447,990
29,393
29,393

1,477,383

261,841
22,282

509,939
794,062

760
760

794,822

0
0
0
0
0
0
0

0
1,988

27,263
29,251

0
0

29,251

25,619
11,383
40,186
77,188
1,567
1,567

78,755

193,136
177,877
176,476
547,489
27,066
27,066

574,555

社会福祉

保健衛生

合　　計

財源内訳
特定財源 　　　　　　　　一般財源

国県支出金　　地方債 　その他 　　　　　　　　　　　　　　 その他引上げ分の地方消費税収
（社会保障財源化分）
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熊本県交通安全推進連盟
ベルとら

問合せ　　住民福祉課　☎  3 8 -1112

　住民基本台帳法の一部を改正する法律（平成18年11月1日施行）により、住民基本台帳の写しを誰
でも閲覧請求できる制度が廃止され、個人情報保護に留意し、公共的・広域的な目的でのみ閲覧でき
る制度に改正されました。

　住民基本台帳法第11条第3項及び第11条の2第12項、住民基本台帳の一部の写しの閲覧及び住民票
の写し等の交付に関する省令第3条に基づき、下記のとおり公表します。

　住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況（令和元年11月1日から令和2年10月31日まで）

住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況の公表について

◎住民基本台帳法第11条第3項関係（国又は地方公共団体の機関の請求によるもの）

1

2

国又は地方公共団体
の機関の名称

請求事由の概要 閲覧の年月日 閲覧に係る
住民の範囲

国土交通省 球磨川水系環境整備検討業
務に関するアンケート調査 令和 2 年 5 月 28 日 錦町全域 　346 件

熊本県 2020 県民アンケート調査 令和 2 年 10 月 30 日 錦町全域 　9 件

交際費執行状況表（10 月分）
  支払日　                     件　　　　名                                   金　額 　    相 手 先

町 長 10月  5日
10月  8日
10月28日

香典　第13区長（母）
誘致企業お土産（梨：送料込）
豪雨災害見舞に対するお礼品（梨：送料込）

5,000円
4,000円

53,873円

髙橋家
誘致企業
13市町村

リサイクルステーションの現状について

ごみ搬入量について
人吉球磨クリーンプラザごみ搬入量推移

※資源物を除く

220

200

180

160

140

120
9月 10月8月

単位：トン　 令和元年
令和 2 年

錦町のごみ搬入量は年々増加傾向にあります。ごみ減量化のため、
プラスチック製容器包装・紙製容器包装の分別の徹底と生ごみの
水切り徹底にご協力をお願いします。

210.9
198.7 200

210.4 209.6 211.6

問合せ　　住民福祉課　　☎ ３８－1112

※ごみ搬入量は可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ、有害ごみの搬入量の集計です。
※分別・収集について分からない事がある場合は住民福祉課環境係38-1112へお問い合わせください。

　平成２３年２月よりリサイクルステーションを開設していますが、
最近、資源物以外の持込みが非常に多く見受けられます。ご存知
とは思いますが、資源物以外のものは、通常のごみとして出すか、
人吉球磨クリーンプラザへ持込みをお願いします。今後、このよ
うなことが続く場合、リサイクルステーションの利用を制限させて
いただく場合があり、ルールを守っている方へも迷惑となります
ので、資源物のみ持込んでいただきますようお願いします。なお、
資源物以外のものを持込んだ場合、写真の掲示及び不法投棄とし
ての届け出などの対応を行います。
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11
月
4
日
、人
吉
地

区
交
通
安
全
協
会
錦
支

部（
林
田
益
義
支
部
長
）

は
、人
吉
警
察
署
交
通

課
の
協
力
の
も
と
、「
ひ

の
く
に
ピ
カ
ピ
カ
運
動
」

に
伴
う
夕
暮
れ
時
間
帯

に
お
け
る
交
通
安
全
啓

発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
例
年
、
年
末
か
ら
年

始
に
か
け
て
の
期
間
は

交
通
量
が
増
加
し
、
事

故
発
生
件
数
が
一
番
多

い
時
期
と
な
り
ま
す
。

　
わ
ず
か
な
運
転
ミ
ス

で
重
大
な
事
故
に
つ
な

が
り
ま
す
の
で
、
車
の

運
転
や
道
路
歩
行
の
際

に
は
、
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

交
通
安
全
啓
発
活
動

実
施
し
ま
し
た

車の前照灯は
上向きが基本！

熊本県交通安全推進連盟
ベルとら
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申 =申し込み先 問=問い合わせ先

お
知
ら
せ

申 =申し込み先 問=問い合わせ先

山
火
事
に
ご
用
心
！

　
山
火
事
は
、
例
年
秋
先
の
ほ
か

冬
か
ら
春
に
か
け
て
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
空
気
が
乾
燥
し
、
森
林
内
の
落

ち
葉
な
ど
が
燃
え
や
す
い
状
態
に

な
っ
て
お
り
、
強
風
等
に
よ
り
た

き
火
が
燃
え
移
り
、
山
火
事
発
生

の
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
山
火
事
が
一
旦
発
生
す
る
と
消

火
は
容
易
で
は
な
く
、
ま
た
、
長

い
年
月
を
か
け
て
育
て
た
貴
重
な

森
林
を
一
瞬
に
し
て
失
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

・
枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ

　
り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火

　
を
し
な
い
。

・
た
き
火
等
火
気
の
使
用
中
は
そ

　
の
場
を
離
れ
ず
、
使
用
後
は
完

　
全
に
消
火
す
る
。

・
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た

　
き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
。

・
火
入
れ
を
行
う
際
、
許
可
を
必

　
ず
受
け
る
と
と
も
に
、
十
分
な

　
実
施
体
制
を
と
る
。

・
た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所

　
で
喫
煙
し
、
吸
い
殻
は
必
ず
消

　
し
、
投
げ
捨
て
な
い
。

・
火
遊
び
は
し
な
い
。

問
＝
農
林
振
興
課

☎
3
8
ー
4
9
4
8

有
毒
な
キ
ノ
コ
及
び

有
毒
植
物
に
よ
る
食
中
毒

予
防
に
つ
い
て

　
先
般
、
有
毒
な
キ
ノ
コ
（
ク
サ

ウ
ラ
ベ
ニ
タ
ケ
）
及
び
有
毒
植
物

（
ク
ワ
ズ
イ
モ
）
が
誤
っ
て
直
売

所
で
販
売
さ
れ
、
こ
れ
を
食
べ
た

こ
と
に
よ
る
食
中
毒
事
例
が
2
件

発
生
し
ま
し
た
。
食
用
と
確
実
に

判
断
で
き
な
い
キ
ノ
コ
等
に
つ
い

て
は
、
「
採
ら
な
い
！
食
べ
な

い
！
売
ら
な
い
！
人
に
あ
げ
な

い
！
」
こ
と
で
予
防
し
ま
し
ょ

う
。

問
＝
人
吉
保
健
所
衛
生
環
境
課

☎
2
2
ー
3
1
0
8

文
化
・
芸
術
の
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
の
お
教
室
を

動
画
配
信
！

　
県
内
で
活
躍
さ
れ
る
各
ジ
ャ
ン

ル
の
先
生
が
、
お
教
室
（
初
心
者
〜

上
級
者
コ
ー
ス
）
を
動
画
で
配
信

し
ま
す
。                              

　
文
化
・
芸
術
の
秋
、
こ
の
機
会

に
ご
自
宅
で
習
い
事
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
！

ジ
ャ
ン
ル
：
バ
レ
エ
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
日
本
画
、

書
道
、
日
本
舞
踊
、
吟
詠
、
剣
詩

舞
、
邦
楽
な
ど

　
詳
し
く
は
、
ア
ー
ト
ラ
ー
ニ
ン

グ 

で
検
索
！

問
＝
県
文
化
企
画
・
世
界
遺
産
推

進
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
1
5
4

令
和
2
年
度
調
理
師
業
務
従
事

者
届
の
ご
提
出
に
つ
い
て

　
調
理
師
は
調
理
師
法
に
基
づ
き

2
年
ご
と
に
就
業
地
等
に
関
す
る

届
出
が
必
要
で
す
。

対
象
：
令
和
2
年
12
月
31
日
現

在
、
調
理
師
免
許
を
有
し
県
内
で

調
理
師
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方

用
紙
設
置
場
所
：
熊
本
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
熊
本
県
健
康
づ
く
り
推

進
課
、
熊
本
県
・
熊
本
市
の
保
健

所
、
各
区
役
所
、
山
鹿
市
役
所

提
出
期
限
：
令
和
3
年
1
月
15
日

（
金
）

提
出
先
：
就
業
地
を
所
管
す
る
県

保
健
所
（
山
鹿
保
健
所
を
除
く
）
、

就
業
地
が
熊
本
市
の
方
は
熊
本
市

保
健
所
、
就
業
地
が
山
鹿
市
の
方

は
山
鹿
市
役
所

「
く
ま
も
と
障
が
い
者
芸
術

　展
」
を
開
催
し
ま
す

　
障
が
い
の
あ
る
方
々
が
日
頃
の

活
動
の
中
で
制
作
し
た
絵
画
、

書
、
陶
芸
、
工
芸
な
ど
の
作
品

に
、
製
作
者
の
日
々
の
活
動
や
作

品
に
込
め
た
思
い
を
添
え
て
展
示

し
ま
す
。

日
時
：
12
月
22
日
（
火
）
〜
26
日

（
土
）

9
時
30
分
〜
18
時
30
分
（
土
曜
は

9
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

会
場
：
熊
本
県
立
美
術
館
分
館

観
覧
料
：
無
料

問
＝
く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク

実
行
委
員
会
（
県
障
が
い
者
支
援

課
内
）

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
2
3
5

密
漁
品
を
譲
受
し
た
人
も

罰
則
の
対
象
で
す
！

　
漁
業
法
改
正
に
伴
い
、
悪
質
な

密
漁
対
策
と
し
て
、
違
反
者
へ
の

罰
則
が
大
幅
に
強
化
さ
れ
ま
す
！

○
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
・
シ
ラ
ス
ウ

　
ナ
ギ
が
対
象
で
す
。

○
許
可
等
な
く
採
捕
し
た
場
合
又

　
は
密
漁
品
を
譲
受
し
た
場
合
に

　
は
、
3
年
以
下
の
懲
役
又
は
3

　
千
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ

　
ま
す
。

○
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
は
令
和
2
年

　
12
月
、
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
は
令
和

　5
年
12
月
か
ら
罰
則
が
適
用
さ

　
れ
ま
す
。

　
詳
細
は
、
密
漁
に
対
す
る
罰
則

強
化  

で
検
索
！

問
＝
県
水
産
振
興
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
4
5
6

12
月
は
「
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
撲
滅
月
間
」
で
す

　
『
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
特
別
相

談
窓
口
』
を
開
設
し
ま
す
。

期
間
：
12
月
1
日
〜
令
和
3
年
3

月
31
日

時
間
：
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
閉
庁
時
間
）

【
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と

は
？
】

　
性
的
な
冗
談
や
か
ら
か
い
、
食

事
や
デ
ー
ト
へ
の
執
拗
な
誘
い
、

身
体
へ
の
不
必
要
な
接
触
な
ど
、

意
に
反
す
る
性
的
な
言
動
が
行
わ

れ
、
拒
否
し
た
こ
と
で
不
利
益
を

受
け
た
り
、
職
場
の
環
境
が
不
快

な
も
の
と
な
っ
た
り
す
る
こ
と

【
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
？
】

　
職
務
上
の
地
位
や
人
間
関
係
な

ど
の
職
場
内
で
の
優
位
性
を
背
景

に
、
業
務
の
適
正
な
範
囲
を
超
え

て
、
精
神
的
・
身
体
的
苦
痛
を
与

え
ら
れ
た
り
、
職
場
環
境
を
悪
化

さ
せ
ら
れ
た
り
す
る
行
為

【
妊
娠
・
出
産
・
育
児
休
業
・
介
護

休
業
等
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

と
は
？
】

　
妊
娠
・
出
産
し
た
こ
と
、
育
児

や
介
護
の
た
め
の
制
度
を
利
用
し

た
こ
と
等
に
関
し
て
、
上
司
・
同

僚
が
就
業
環
境
を
害
す
る
行
動
を

行
う
こ
と
。

　
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

働
く
人
も
企
業
の
担
当
者
も
ご
相

談
い
た
だ
け
ま
す
。

問
＝
熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室

☎
0
9
6
ー
3
5
2
ー
3
8
6
5

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用

労
働
法
が
2
0
2
1
年
4
月

全
面
施
行
さ
れ
ま
す

○
不
合
理
な
待
遇
差
は
禁
止
で

　
す
。

○
待
遇
差
の
内
容
や
理
由
に
つ
い

　
て
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。

○
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

　
紛
争
解
決
援
助
制
度
が
利
用
で

　
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
一
労
働
同
一
賃

金
特
集
ペ
ー
ジ 

で
検
索
。

　『
雇
用
形
態
に
関
わ
ら
な
い
公

正
な
待
遇
の
確
保
の
た
め
の
特
別

相
談
窓
口
』
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

開
設
時
間
：
8
時
30
分
〜
17
時
15

分
（
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）

問
＝
熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室

☎
0
9
6
ー
3
5
2
ー
3
8
6
5

九
州
電
気
保
安
協
会
か
ら

電
気
事
故
防
止
に
つ
い
て

　
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
上
で

無
く
て
は
な
ら
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
一
つ
に
電
気
が
あ
り
ま
す

が
、
使
用
方
法
等
を
間
違
え
る
と

「
感
電
」
「
火
災
」
な
ど
の
重
大

事
故
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
が
電
気
を
安
全

に
ご
使
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
日
頃
プ
ラ
グ
を
抜
か
な
い
電
気

製
品
は
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に
要

注
意
】

　
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
長
期

間
差
し
込
ん
だ
ま
ま
に
し
て
い
る

こ
と
で
、
プ
ラ
グ
と
コ
ン
セ
ン
ト

の
間
に
溜
ま
っ
た
ホ
コ
リ
に
湿
気

が
加
わ
る
こ
と
で
発
火
し
、
火
災

に
つ
な
が
り
ま
す
。
プ
ラ
グ
を

時
々
抜
い
て
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
点

検
、
清
掃
を
し
て
安
全
に
使
い
ま

し
ょ
う
。

【
発
火
に
つ
な
が
る
危
険
な
タ
コ

足
配
線
】

　
コ
ー
ド
や
配
線
器
具
に
は
、
一

度
に
流
す
こ
と
が
で
き
る
電
流
の

量
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
テ
ー

ブ
ル
タ
ッ
プ
な
ど
に
た
く
さ
ん
の

プ
ラ
グ
を
差
し
て
タ
コ
足
配
線
を

す
る
と
、
定
格
容
量
を
超
え
て
発

火
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
電
気

製
品
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
直
接

使
う
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

【
コ
ー
ド
は
束
ね
た
ま
ま
使
用
し

な
い
】

　
コ
ー
ド
を
束
ね
た
ま
ま
使
用
す

る
と
、
束
ね
た
部
分
が
熱
を
持

ち
、
コ
ー
ド
の
被
覆
が
は
が
れ
発

火
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
コ
ー
ド

リ
ー
ル
が
あ
る
電
気
製
品
は
、
目

印
の
黄
色
テ
ー
プ
ま
で
出
し
て
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

【
素
人
の
電
気
工
事
は
危
険
】

　
家
庭
や
商
店
な
ど
の
電
気
工
事

は
、
電
気
工
事
士
の
資
格
を
持
っ

た
人
で
な
け
れ
ば
行
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
素
人
が
工
事
を
行
う

と
、
感
電
や
電
気
火
災
の
原
因
に

も
な
り
非
常
に
危
険
で
す
。
電
気

工
事
は
、
電
気
工
事
店
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

問
＝
九
州
電
気
保
安
協
会 

本
部

（
総
合
受
付
）

☎
0
9
2
ー
4
3
1
ー
6
7
0
1

建
設
機
械
講
習
の
ご
案
内

　
人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、
建
設
機
械
講
習
を
行
い
ま

す
。

【
不
整
地
運
搬
車（
技
能
講
習
）】

日
時
：
令
和
3
年
1
月
19
日（
火
）

20
日
（
水
）

受
講
料
：
4
万
1
千
円

【
伐
木
作
業（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
）】

内
容
：
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
18
時
間

の
特
別
教
育
講
習

日
時
：
令
和
3
年
2
月
16
日（
火
）

午
後
〜
18
日
（
木
）

受
講
料
：
2
万
1
千
円

【
伐
木
作
業
　
補
講
】

内
容
：
16
時
間
講
習
修
了
者
に
対

す
る
法
定
補
講
（
2
．
5
時
間
）

日
時
：
令
和
3
年
2
月
16
日（
火
）

受
講
料
：
6
千
円

場
所
：
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球
磨

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

H
P

http://w
w

w
.hk-noukaicent

er.com
/

問
・
申
＝
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球

磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
2
2
ー
2
4
7
5

放
送
大
学

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　
放
送
大
学
は
、
2
0
2
1
年
4

月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
9
万
人
の
学
生
が
、
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん

で
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
に
よ
る
授
業

だ
け
で
な
く
、
学
生
は
授
業
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き
な
と
き
に

受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
心

理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約

3
0
0
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ

り
、
1
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

出
願
期
間
：

【
第
1
回
】
令
和
3
年
2
月
28
日

ま
で

【
第
2
回
】
令
和
3
年
3
月
16
日

ま
で

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
熊
本

学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
放
送
大
学
　
で
検

索
！

問
＝
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン

タ
ー

☎
0
9
6
ー
3
4
1
ー
0
8
6
0

M
A

IL sc-kum
a@

ouj.ac.jp

第
3
回
沖
縄
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
　わ
く
わ
く
海
遊
び

　『
沖
縄
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
』
は
、
海
と
自
然
に
囲
ま

れ
た
沖
縄
を
舞
台
に
、
全
国
か
ら

子
ど
も
達
が
参
加
し
、
様
々
な
野

外
活
動
を
体
験
す
る
自
然
体
験
活

動
で
す
。

期
間
：
12
月
26
日（
土
）〜
30
日

（
水
）4
泊
5
日

場
所
：
沖
縄
県
　
南
城
市
・
那
覇

市対
象
：
小
学
3
年
生
〜
中
学
3
年

生定
員
：
20
名
（
先
着
順
）

※
最
少
催
行
人
員
10
名

内
容
：
ハ
ー
リ
ー
船
体
験
、
沖
縄

伝
統
料
理
体
験
、
ク
ラ
フ
ト
体

験
、
海
あ
そ
び
、
星
空
観
察
、
鍾

乳
洞
見
学
、
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ

な
ど

参
加
費
：
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
費
と

旅
費
の
合
計
金
額
に
な
り
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
費
：
6
万
円

※
旅
費
に
つ
い
て
は
、
出
発
地
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

締
切
り
：
12
月
7
日
（
月
）

　
資
料
請
求
等
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

H
P http://w

w
w

.kskk.or.jp

問
＝
（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修

協
会

☎
0
3
ー
6
8
2
5
ー
3
1
3
0

c
0
3
ー
3
9
8
1
ー
2
7
1
2

M
A

IL info@
kskk.or.jp

情
報
の
広
場

予約制月曜日～金曜日　
（土日祝日、年末年始は休み）
10時～17時
ジョブカフェ・球磨ブランチ
☎0966-22-0555
6jobcafe-kuma@pref.kumamoto.lg.jp

人吉医療
センター

球磨地域振興局内

就職活動、何から始めたら良いか・・・悩んでいませんか？
個別にお話を伺っています。
どうぞお気軽にお越しください。

熊本県の無料就職相談室

熊本県　商工観光労働部　商工労働局　労働雇用創生課
ジョブカフェ・球磨ブランチ

◇どなたでもご利用できます（障がい者、高齢者も可）
◇適性診断が受けられます
◇面接の練習や面接対策を行います
◇履歴書や職務経歴書の作成をお手伝いします
◇お仕事を一緒に探します
◇その他、就職に関するいろいろな相談をお受けします

※求職活動証明書を発行できます
☆湯前町（原則第2水曜日）、多良木町（原則第4木曜日）
　でも出張相談を行っています
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申 =申し込み先 問=問い合わせ先

お
知
ら
せ

申 =申し込み先 問=問い合わせ先

山
火
事
に
ご
用
心
！

　
山
火
事
は
、
例
年
秋
先
の
ほ
か

冬
か
ら
春
に
か
け
て
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
空
気
が
乾
燥
し
、
森
林
内
の
落

ち
葉
な
ど
が
燃
え
や
す
い
状
態
に

な
っ
て
お
り
、
強
風
等
に
よ
り
た

き
火
が
燃
え
移
り
、
山
火
事
発
生

の
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
山
火
事
が
一
旦
発
生
す
る
と
消

火
は
容
易
で
は
な
く
、
ま
た
、
長

い
年
月
を
か
け
て
育
て
た
貴
重
な

森
林
を
一
瞬
に
し
て
失
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

・
枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ

　
り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火

　
を
し
な
い
。

・
た
き
火
等
火
気
の
使
用
中
は
そ

　
の
場
を
離
れ
ず
、
使
用
後
は
完

　
全
に
消
火
す
る
。

・
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た

　
き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
。

・
火
入
れ
を
行
う
際
、
許
可
を
必

　
ず
受
け
る
と
と
も
に
、
十
分
な

　
実
施
体
制
を
と
る
。

・
た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所

　
で
喫
煙
し
、
吸
い
殻
は
必
ず
消

　
し
、
投
げ
捨
て
な
い
。

・
火
遊
び
は
し
な
い
。

問
＝
農
林
振
興
課

☎
3
8
ー
4
9
4
8

有
毒
な
キ
ノ
コ
及
び

有
毒
植
物
に
よ
る
食
中
毒

予
防
に
つ
い
て

　
先
般
、
有
毒
な
キ
ノ
コ
（
ク
サ

ウ
ラ
ベ
ニ
タ
ケ
）
及
び
有
毒
植
物

（
ク
ワ
ズ
イ
モ
）
が
誤
っ
て
直
売

所
で
販
売
さ
れ
、
こ
れ
を
食
べ
た

こ
と
に
よ
る
食
中
毒
事
例
が
2
件

発
生
し
ま
し
た
。
食
用
と
確
実
に

判
断
で
き
な
い
キ
ノ
コ
等
に
つ
い

て
は
、
「
採
ら
な
い
！
食
べ
な

い
！
売
ら
な
い
！
人
に
あ
げ
な

い
！
」
こ
と
で
予
防
し
ま
し
ょ

う
。

問
＝
人
吉
保
健
所
衛
生
環
境
課

☎
2
2
ー
3
1
0
8

文
化
・
芸
術
の
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
の
お
教
室
を

動
画
配
信
！

　
県
内
で
活
躍
さ
れ
る
各
ジ
ャ
ン

ル
の
先
生
が
、
お
教
室
（
初
心
者
〜

上
級
者
コ
ー
ス
）
を
動
画
で
配
信

し
ま
す
。                              

　
文
化
・
芸
術
の
秋
、
こ
の
機
会

に
ご
自
宅
で
習
い
事
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
！

ジ
ャ
ン
ル
：
バ
レ
エ
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
日
本
画
、

書
道
、
日
本
舞
踊
、
吟
詠
、
剣
詩

舞
、
邦
楽
な
ど

　
詳
し
く
は
、
ア
ー
ト
ラ
ー
ニ
ン

グ 
で
検
索
！

問
＝
県
文
化
企
画
・
世
界
遺
産
推

進
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
1
5
4

令
和
2
年
度
調
理
師
業
務
従
事

者
届
の
ご
提
出
に
つ
い
て

　
調
理
師
は
調
理
師
法
に
基
づ
き

2
年
ご
と
に
就
業
地
等
に
関
す
る

届
出
が
必
要
で
す
。

対
象
：
令
和
2
年
12
月
31
日
現

在
、
調
理
師
免
許
を
有
し
県
内
で

調
理
師
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方

用
紙
設
置
場
所
：
熊
本
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
熊
本
県
健
康
づ
く
り
推

進
課
、
熊
本
県
・
熊
本
市
の
保
健

所
、
各
区
役
所
、
山
鹿
市
役
所

提
出
期
限
：
令
和
3
年
1
月
15
日

（
金
）

提
出
先
：
就
業
地
を
所
管
す
る
県

保
健
所
（
山
鹿
保
健
所
を
除
く
）
、

就
業
地
が
熊
本
市
の
方
は
熊
本
市

保
健
所
、
就
業
地
が
山
鹿
市
の
方

は
山
鹿
市
役
所

「
く
ま
も
と
障
が
い
者
芸
術

　展
」
を
開
催
し
ま
す

　
障
が
い
の
あ
る
方
々
が
日
頃
の

活
動
の
中
で
制
作
し
た
絵
画
、

書
、
陶
芸
、
工
芸
な
ど
の
作
品

に
、
製
作
者
の
日
々
の
活
動
や
作

品
に
込
め
た
思
い
を
添
え
て
展
示

し
ま
す
。

日
時
：
12
月
22
日
（
火
）
〜
26
日

（
土
）

9
時
30
分
〜
18
時
30
分
（
土
曜
は

9
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

会
場
：
熊
本
県
立
美
術
館
分
館

観
覧
料
：
無
料

問
＝
く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク

実
行
委
員
会
（
県
障
が
い
者
支
援

課
内
）

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
2
3
5

密
漁
品
を
譲
受
し
た
人
も

罰
則
の
対
象
で
す
！

　
漁
業
法
改
正
に
伴
い
、
悪
質
な

密
漁
対
策
と
し
て
、
違
反
者
へ
の

罰
則
が
大
幅
に
強
化
さ
れ
ま
す
！

○
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
・
シ
ラ
ス
ウ

　
ナ
ギ
が
対
象
で
す
。

○
許
可
等
な
く
採
捕
し
た
場
合
又

　
は
密
漁
品
を
譲
受
し
た
場
合
に

　
は
、
3
年
以
下
の
懲
役
又
は
3

　
千
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ

　
ま
す
。

○
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
は
令
和
2
年

　
12
月
、
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
は
令
和

　5
年
12
月
か
ら
罰
則
が
適
用
さ

　
れ
ま
す
。

　
詳
細
は
、
密
漁
に
対
す
る
罰
則

強
化  

で
検
索
！

問
＝
県
水
産
振
興
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
4
5
6

12
月
は
「
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
撲
滅
月
間
」
で
す

　
『
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
特
別
相

談
窓
口
』
を
開
設
し
ま
す
。

期
間
：
12
月
1
日
〜
令
和
3
年
3

月
31
日

時
間
：
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
閉
庁
時
間
）

【
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と

は
？
】

　
性
的
な
冗
談
や
か
ら
か
い
、
食

事
や
デ
ー
ト
へ
の
執
拗
な
誘
い
、

身
体
へ
の
不
必
要
な
接
触
な
ど
、

意
に
反
す
る
性
的
な
言
動
が
行
わ

れ
、
拒
否
し
た
こ
と
で
不
利
益
を

受
け
た
り
、
職
場
の
環
境
が
不
快

な
も
の
と
な
っ
た
り
す
る
こ
と

【
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
？
】

　
職
務
上
の
地
位
や
人
間
関
係
な

ど
の
職
場
内
で
の
優
位
性
を
背
景

に
、
業
務
の
適
正
な
範
囲
を
超
え

て
、
精
神
的
・
身
体
的
苦
痛
を
与

え
ら
れ
た
り
、
職
場
環
境
を
悪
化

さ
せ
ら
れ
た
り
す
る
行
為

【
妊
娠
・
出
産
・
育
児
休
業
・
介
護

休
業
等
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

と
は
？
】

　
妊
娠
・
出
産
し
た
こ
と
、
育
児

や
介
護
の
た
め
の
制
度
を
利
用
し

た
こ
と
等
に
関
し
て
、
上
司
・
同

僚
が
就
業
環
境
を
害
す
る
行
動
を

行
う
こ
と
。

　
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

働
く
人
も
企
業
の
担
当
者
も
ご
相

談
い
た
だ
け
ま
す
。

問
＝
熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室

☎
0
9
6
ー
3
5
2
ー
3
8
6
5

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用

労
働
法
が
2
0
2
1
年
4
月

全
面
施
行
さ
れ
ま
す

○
不
合
理
な
待
遇
差
は
禁
止
で

　
す
。

○
待
遇
差
の
内
容
や
理
由
に
つ
い

　
て
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。

○
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

　
紛
争
解
決
援
助
制
度
が
利
用
で

　
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
一
労
働
同
一
賃

金
特
集
ペ
ー
ジ 

で
検
索
。

　『
雇
用
形
態
に
関
わ
ら
な
い
公

正
な
待
遇
の
確
保
の
た
め
の
特
別

相
談
窓
口
』
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

開
設
時
間
：
8
時
30
分
〜
17
時
15

分
（
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）

問
＝
熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室

☎
0
9
6
ー
3
5
2
ー
3
8
6
5

九
州
電
気
保
安
協
会
か
ら

電
気
事
故
防
止
に
つ
い
て

　
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
上
で

無
く
て
は
な
ら
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
一
つ
に
電
気
が
あ
り
ま
す

が
、
使
用
方
法
等
を
間
違
え
る
と

「
感
電
」
「
火
災
」
な
ど
の
重
大

事
故
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
が
電
気
を
安
全

に
ご
使
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
日
頃
プ
ラ
グ
を
抜
か
な
い
電
気

製
品
は
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に
要

注
意
】

　
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
長
期

間
差
し
込
ん
だ
ま
ま
に
し
て
い
る

こ
と
で
、
プ
ラ
グ
と
コ
ン
セ
ン
ト

の
間
に
溜
ま
っ
た
ホ
コ
リ
に
湿
気

が
加
わ
る
こ
と
で
発
火
し
、
火
災

に
つ
な
が
り
ま
す
。
プ
ラ
グ
を

時
々
抜
い
て
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
点

検
、
清
掃
を
し
て
安
全
に
使
い
ま

し
ょ
う
。

【
発
火
に
つ
な
が
る
危
険
な
タ
コ

足
配
線
】

　
コ
ー
ド
や
配
線
器
具
に
は
、
一

度
に
流
す
こ
と
が
で
き
る
電
流
の

量
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
テ
ー

ブ
ル
タ
ッ
プ
な
ど
に
た
く
さ
ん
の

プ
ラ
グ
を
差
し
て
タ
コ
足
配
線
を

す
る
と
、
定
格
容
量
を
超
え
て
発

火
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
電
気

製
品
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
直
接

使
う
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

【
コ
ー
ド
は
束
ね
た
ま
ま
使
用
し

な
い
】

　
コ
ー
ド
を
束
ね
た
ま
ま
使
用
す

る
と
、
束
ね
た
部
分
が
熱
を
持

ち
、
コ
ー
ド
の
被
覆
が
は
が
れ
発

火
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
コ
ー
ド

リ
ー
ル
が
あ
る
電
気
製
品
は
、
目

印
の
黄
色
テ
ー
プ
ま
で
出
し
て
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

【
素
人
の
電
気
工
事
は
危
険
】

　
家
庭
や
商
店
な
ど
の
電
気
工
事

は
、
電
気
工
事
士
の
資
格
を
持
っ

た
人
で
な
け
れ
ば
行
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
素
人
が
工
事
を
行
う

と
、
感
電
や
電
気
火
災
の
原
因
に

も
な
り
非
常
に
危
険
で
す
。
電
気

工
事
は
、
電
気
工
事
店
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

問
＝
九
州
電
気
保
安
協
会 
本
部

（
総
合
受
付
）

☎
0
9
2
ー
4
3
1
ー
6
7
0
1

建
設
機
械
講
習
の
ご
案
内

　
人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、
建
設
機
械
講
習
を
行
い
ま

す
。

【
不
整
地
運
搬
車（
技
能
講
習
）】

日
時
：
令
和
3
年
1
月
19
日（
火
）

20
日
（
水
）

受
講
料
：
4
万
1
千
円

【
伐
木
作
業（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
）】

内
容
：
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
18
時
間

の
特
別
教
育
講
習

日
時
：
令
和
3
年
2
月
16
日（
火
）

午
後
〜
18
日
（
木
）

受
講
料
：
2
万
1
千
円

【
伐
木
作
業
　
補
講
】

内
容
：
16
時
間
講
習
修
了
者
に
対

す
る
法
定
補
講
（
2
．
5
時
間
）

日
時
：
令
和
3
年
2
月
16
日（
火
）

受
講
料
：
6
千
円

場
所
：
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球
磨

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

H
P

http://w
w

w
.hk-noukaicent

er.com
/

問
・
申
＝
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球

磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
2
2
ー
2
4
7
5

放
送
大
学

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　
放
送
大
学
は
、
2
0
2
1
年
4

月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
9
万
人
の
学
生
が
、
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん

で
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
に
よ
る
授
業

だ
け
で
な
く
、
学
生
は
授
業
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き
な
と
き
に

受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
心

理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約

3
0
0
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ

り
、
1
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

出
願
期
間
：

【
第
1
回
】
令
和
3
年
2
月
28
日

ま
で

【
第
2
回
】
令
和
3
年
3
月
16
日

ま
で

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
熊
本

学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
放
送
大
学
　
で
検

索
！

問
＝
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン

タ
ー

☎
0
9
6
ー
3
4
1
ー
0
8
6
0

M
A

IL sc-kum
a@

ouj.ac.jp

第
3
回
沖
縄
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
　わ
く
わ
く
海
遊
び

　『
沖
縄
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
』
は
、
海
と
自
然
に
囲
ま

れ
た
沖
縄
を
舞
台
に
、
全
国
か
ら

子
ど
も
達
が
参
加
し
、
様
々
な
野

外
活
動
を
体
験
す
る
自
然
体
験
活

動
で
す
。

期
間
：
12
月
26
日（
土
）〜
30
日

（
水
）4
泊
5
日

場
所
：
沖
縄
県
　
南
城
市
・
那
覇

市対
象
：
小
学
3
年
生
〜
中
学
3
年

生定
員
：
20
名
（
先
着
順
）

※
最
少
催
行
人
員
10
名

内
容
：
ハ
ー
リ
ー
船
体
験
、
沖
縄

伝
統
料
理
体
験
、
ク
ラ
フ
ト
体

験
、
海
あ
そ
び
、
星
空
観
察
、
鍾

乳
洞
見
学
、
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ

な
ど

参
加
費
：
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
費
と

旅
費
の
合
計
金
額
に
な
り
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
費
：
6
万
円

※
旅
費
に
つ
い
て
は
、
出
発
地
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

締
切
り
：
12
月
7
日
（
月
）

　
資
料
請
求
等
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

H
P http://w

w
w

.kskk.or.jp

問
＝
（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修

協
会

☎
0
3
ー
6
8
2
5
ー
3
1
3
0

c
0
3
ー
3
9
8
1
ー
2
7
1
2

M
A

IL info@
kskk.or.jp

情
報
の
広
場
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申 =申し込み先 問=問い合わせ先

お
知
ら
せ

申 =申し込み先 問=問い合わせ先

山
火
事
に
ご
用
心
！

　
山
火
事
は
、
例
年
秋
先
の
ほ
か

冬
か
ら
春
に
か
け
て
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
空
気
が
乾
燥
し
、
森
林
内
の
落

ち
葉
な
ど
が
燃
え
や
す
い
状
態
に

な
っ
て
お
り
、
強
風
等
に
よ
り
た

き
火
が
燃
え
移
り
、
山
火
事
発
生

の
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
山
火
事
が
一
旦
発
生
す
る
と
消

火
は
容
易
で
は
な
く
、
ま
た
、
長

い
年
月
を
か
け
て
育
て
た
貴
重
な

森
林
を
一
瞬
に
し
て
失
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

・
枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ

　
り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火

　
を
し
な
い
。

・
た
き
火
等
火
気
の
使
用
中
は
そ

　
の
場
を
離
れ
ず
、
使
用
後
は
完

　
全
に
消
火
す
る
。

・
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た

　
き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
。

・
火
入
れ
を
行
う
際
、
許
可
を
必

　
ず
受
け
る
と
と
も
に
、
十
分
な

　
実
施
体
制
を
と
る
。

・
た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所

　
で
喫
煙
し
、
吸
い
殻
は
必
ず
消

　
し
、
投
げ
捨
て
な
い
。

・
火
遊
び
は
し
な
い
。

問
＝
農
林
振
興
課

☎
3
8
ー
4
9
4
8

有
毒
な
キ
ノ
コ
及
び

有
毒
植
物
に
よ
る
食
中
毒

予
防
に
つ
い
て

　
先
般
、
有
毒
な
キ
ノ
コ
（
ク
サ

ウ
ラ
ベ
ニ
タ
ケ
）
及
び
有
毒
植
物

（
ク
ワ
ズ
イ
モ
）
が
誤
っ
て
直
売

所
で
販
売
さ
れ
、
こ
れ
を
食
べ
た

こ
と
に
よ
る
食
中
毒
事
例
が
2
件

発
生
し
ま
し
た
。
食
用
と
確
実
に

判
断
で
き
な
い
キ
ノ
コ
等
に
つ
い

て
は
、
「
採
ら
な
い
！
食
べ
な

い
！
売
ら
な
い
！
人
に
あ
げ
な

い
！
」
こ
と
で
予
防
し
ま
し
ょ

う
。

問
＝
人
吉
保
健
所
衛
生
環
境
課

☎
2
2
ー
3
1
0
8

文
化
・
芸
術
の
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
の
お
教
室
を

動
画
配
信
！

　
県
内
で
活
躍
さ
れ
る
各
ジ
ャ
ン

ル
の
先
生
が
、
お
教
室
（
初
心
者
〜

上
級
者
コ
ー
ス
）
を
動
画
で
配
信

し
ま
す
。                              

　
文
化
・
芸
術
の
秋
、
こ
の
機
会

に
ご
自
宅
で
習
い
事
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
！

ジ
ャ
ン
ル
：
バ
レ
エ
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
日
本
画
、

書
道
、
日
本
舞
踊
、
吟
詠
、
剣
詩

舞
、
邦
楽
な
ど

　
詳
し
く
は
、
ア
ー
ト
ラ
ー
ニ
ン

グ 

で
検
索
！

問
＝
県
文
化
企
画
・
世
界
遺
産
推

進
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
1
5
4

令
和
2
年
度
調
理
師
業
務
従
事

者
届
の
ご
提
出
に
つ
い
て

　
調
理
師
は
調
理
師
法
に
基
づ
き

2
年
ご
と
に
就
業
地
等
に
関
す
る

届
出
が
必
要
で
す
。

対
象
：
令
和
2
年
12
月
31
日
現

在
、
調
理
師
免
許
を
有
し
県
内
で

調
理
師
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方

用
紙
設
置
場
所
：
熊
本
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
熊
本
県
健
康
づ
く
り
推

進
課
、
熊
本
県
・
熊
本
市
の
保
健

所
、
各
区
役
所
、
山
鹿
市
役
所

提
出
期
限
：
令
和
3
年
1
月
15
日

（
金
）

提
出
先
：
就
業
地
を
所
管
す
る
県

保
健
所
（
山
鹿
保
健
所
を
除
く
）
、

就
業
地
が
熊
本
市
の
方
は
熊
本
市

保
健
所
、
就
業
地
が
山
鹿
市
の
方

は
山
鹿
市
役
所

「
く
ま
も
と
障
が
い
者
芸
術

　展
」
を
開
催
し
ま
す

　
障
が
い
の
あ
る
方
々
が
日
頃
の

活
動
の
中
で
制
作
し
た
絵
画
、

書
、
陶
芸
、
工
芸
な
ど
の
作
品

に
、
製
作
者
の
日
々
の
活
動
や
作

品
に
込
め
た
思
い
を
添
え
て
展
示

し
ま
す
。

日
時
：
12
月
22
日
（
火
）
〜
26
日

（
土
）

9
時
30
分
〜
18
時
30
分
（
土
曜
は

9
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

会
場
：
熊
本
県
立
美
術
館
分
館

観
覧
料
：
無
料

問
＝
く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク

実
行
委
員
会
（
県
障
が
い
者
支
援

課
内
）

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
2
3
5

密
漁
品
を
譲
受
し
た
人
も

罰
則
の
対
象
で
す
！

　
漁
業
法
改
正
に
伴
い
、
悪
質
な

密
漁
対
策
と
し
て
、
違
反
者
へ
の

罰
則
が
大
幅
に
強
化
さ
れ
ま
す
！

○
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
・
シ
ラ
ス
ウ

　
ナ
ギ
が
対
象
で
す
。

○
許
可
等
な
く
採
捕
し
た
場
合
又

　
は
密
漁
品
を
譲
受
し
た
場
合
に

　
は
、
3
年
以
下
の
懲
役
又
は
3

　
千
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ

　
ま
す
。

○
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
は
令
和
2
年

　
12
月
、
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
は
令
和

　5
年
12
月
か
ら
罰
則
が
適
用
さ

　
れ
ま
す
。

　
詳
細
は
、
密
漁
に
対
す
る
罰
則

強
化  

で
検
索
！

問
＝
県
水
産
振
興
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
4
5
6

12
月
は
「
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
撲
滅
月
間
」
で
す

　
『
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
特
別
相

談
窓
口
』
を
開
設
し
ま
す
。

期
間
：
12
月
1
日
〜
令
和
3
年
3

月
31
日

時
間
：
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
閉
庁
時
間
）

【
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と

は
？
】

　
性
的
な
冗
談
や
か
ら
か
い
、
食

事
や
デ
ー
ト
へ
の
執
拗
な
誘
い
、

身
体
へ
の
不
必
要
な
接
触
な
ど
、

意
に
反
す
る
性
的
な
言
動
が
行
わ

れ
、
拒
否
し
た
こ
と
で
不
利
益
を

受
け
た
り
、
職
場
の
環
境
が
不
快

な
も
の
と
な
っ
た
り
す
る
こ
と

【
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
？
】

　
職
務
上
の
地
位
や
人
間
関
係
な

ど
の
職
場
内
で
の
優
位
性
を
背
景

に
、
業
務
の
適
正
な
範
囲
を
超
え

て
、
精
神
的
・
身
体
的
苦
痛
を
与

え
ら
れ
た
り
、
職
場
環
境
を
悪
化

さ
せ
ら
れ
た
り
す
る
行
為

【
妊
娠
・
出
産
・
育
児
休
業
・
介
護

休
業
等
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

と
は
？
】

　
妊
娠
・
出
産
し
た
こ
と
、
育
児

や
介
護
の
た
め
の
制
度
を
利
用
し

た
こ
と
等
に
関
し
て
、
上
司
・
同

僚
が
就
業
環
境
を
害
す
る
行
動
を

行
う
こ
と
。

　
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

働
く
人
も
企
業
の
担
当
者
も
ご
相

談
い
た
だ
け
ま
す
。

問
＝
熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室

☎
0
9
6
ー
3
5
2
ー
3
8
6
5

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用

労
働
法
が
2
0
2
1
年
4
月

全
面
施
行
さ
れ
ま
す

○
不
合
理
な
待
遇
差
は
禁
止
で

　
す
。

○
待
遇
差
の
内
容
や
理
由
に
つ
い

　
て
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。

○
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

　
紛
争
解
決
援
助
制
度
が
利
用
で

　
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
一
労
働
同
一
賃

金
特
集
ペ
ー
ジ 

で
検
索
。

　『
雇
用
形
態
に
関
わ
ら
な
い
公

正
な
待
遇
の
確
保
の
た
め
の
特
別

相
談
窓
口
』
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

開
設
時
間
：
8
時
30
分
〜
17
時
15

分
（
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）

問
＝
熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室

☎
0
9
6
ー
3
5
2
ー
3
8
6
5

九
州
電
気
保
安
協
会
か
ら

電
気
事
故
防
止
に
つ
い
て

　
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
上
で

無
く
て
は
な
ら
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
一
つ
に
電
気
が
あ
り
ま
す

が
、
使
用
方
法
等
を
間
違
え
る
と

「
感
電
」
「
火
災
」
な
ど
の
重
大

事
故
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
が
電
気
を
安
全

に
ご
使
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
日
頃
プ
ラ
グ
を
抜
か
な
い
電
気

製
品
は
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に
要

注
意
】

　
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
長
期

間
差
し
込
ん
だ
ま
ま
に
し
て
い
る

こ
と
で
、
プ
ラ
グ
と
コ
ン
セ
ン
ト

の
間
に
溜
ま
っ
た
ホ
コ
リ
に
湿
気

が
加
わ
る
こ
と
で
発
火
し
、
火
災

に
つ
な
が
り
ま
す
。
プ
ラ
グ
を

時
々
抜
い
て
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
点

検
、
清
掃
を
し
て
安
全
に
使
い
ま

し
ょ
う
。

【
発
火
に
つ
な
が
る
危
険
な
タ
コ

足
配
線
】

　
コ
ー
ド
や
配
線
器
具
に
は
、
一

度
に
流
す
こ
と
が
で
き
る
電
流
の

量
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
テ
ー

ブ
ル
タ
ッ
プ
な
ど
に
た
く
さ
ん
の

プ
ラ
グ
を
差
し
て
タ
コ
足
配
線
を

す
る
と
、
定
格
容
量
を
超
え
て
発

火
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
電
気

製
品
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
直
接

使
う
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

【
コ
ー
ド
は
束
ね
た
ま
ま
使
用
し

な
い
】

　
コ
ー
ド
を
束
ね
た
ま
ま
使
用
す

る
と
、
束
ね
た
部
分
が
熱
を
持

ち
、
コ
ー
ド
の
被
覆
が
は
が
れ
発

火
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
コ
ー
ド

リ
ー
ル
が
あ
る
電
気
製
品
は
、
目

印
の
黄
色
テ
ー
プ
ま
で
出
し
て
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

【
素
人
の
電
気
工
事
は
危
険
】

　
家
庭
や
商
店
な
ど
の
電
気
工
事

は
、
電
気
工
事
士
の
資
格
を
持
っ

た
人
で
な
け
れ
ば
行
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
素
人
が
工
事
を
行
う

と
、
感
電
や
電
気
火
災
の
原
因
に

も
な
り
非
常
に
危
険
で
す
。
電
気

工
事
は
、
電
気
工
事
店
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

問
＝
九
州
電
気
保
安
協
会 

本
部

（
総
合
受
付
）

☎
0
9
2
ー
4
3
1
ー
6
7
0
1

建
設
機
械
講
習
の
ご
案
内

　
人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、
建
設
機
械
講
習
を
行
い
ま

す
。

【
不
整
地
運
搬
車（
技
能
講
習
）】

日
時
：
令
和
3
年
1
月
19
日（
火
）

20
日
（
水
）

受
講
料
：
4
万
1
千
円

【
伐
木
作
業（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
）】

内
容
：
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
18
時
間

の
特
別
教
育
講
習

日
時
：
令
和
3
年
2
月
16
日（
火
）

午
後
〜
18
日
（
木
）

受
講
料
：
2
万
1
千
円

【
伐
木
作
業
　
補
講
】

内
容
：
16
時
間
講
習
修
了
者
に
対

す
る
法
定
補
講
（
2
．
5
時
間
）

日
時
：
令
和
3
年
2
月
16
日（
火
）

受
講
料
：
6
千
円

場
所
：
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球
磨

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

H
P

http://w
w

w
.hk-noukaicent

er.com
/

問
・
申
＝
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球

磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
2
2
ー
2
4
7
5

放
送
大
学

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　
放
送
大
学
は
、
2
0
2
1
年
4

月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
9
万
人
の
学
生
が
、
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん

で
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
に
よ
る
授
業

だ
け
で
な
く
、
学
生
は
授
業
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き
な
と
き
に

受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
心

理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約

3
0
0
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ

り
、
1
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

出
願
期
間
：

【
第
1
回
】
令
和
3
年
2
月
28
日

ま
で

【
第
2
回
】
令
和
3
年
3
月
16
日

ま
で

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
熊
本

学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
放
送
大
学
　
で
検

索
！

問
＝
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン

タ
ー

☎
0
9
6
ー
3
4
1
ー
0
8
6
0

M
A

IL sc-kum
a@

ouj.ac.jp

第
3
回
沖
縄
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
　わ
く
わ
く
海
遊
び

　『
沖
縄
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
』
は
、
海
と
自
然
に
囲
ま

れ
た
沖
縄
を
舞
台
に
、
全
国
か
ら

子
ど
も
達
が
参
加
し
、
様
々
な
野

外
活
動
を
体
験
す
る
自
然
体
験
活

動
で
す
。

期
間
：
12
月
26
日（
土
）〜
30
日

（
水
）4
泊
5
日

場
所
：
沖
縄
県
　
南
城
市
・
那
覇

市対
象
：
小
学
3
年
生
〜
中
学
3
年

生定
員
：
20
名
（
先
着
順
）

※
最
少
催
行
人
員
10
名

内
容
：
ハ
ー
リ
ー
船
体
験
、
沖
縄

伝
統
料
理
体
験
、
ク
ラ
フ
ト
体

験
、
海
あ
そ
び
、
星
空
観
察
、
鍾

乳
洞
見
学
、
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ

な
ど

参
加
費
：
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
費
と

旅
費
の
合
計
金
額
に
な
り
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
費
：
6
万
円

※
旅
費
に
つ
い
て
は
、
出
発
地
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

締
切
り
：
12
月
7
日
（
月
）

　
資
料
請
求
等
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

H
P http://w

w
w

.kskk.or.jp

問
＝
（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修

協
会

☎
0
3
ー
6
8
2
5
ー
3
1
3
0

c
0
3
ー
3
9
8
1
ー
2
7
1
2

M
A

IL info@
kskk.or.jp

情
報
の
広
場
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募

　集

山
火
事
に
ご
用
心
！

　
山
火
事
は
、
例
年
秋
先
の
ほ
か

冬
か
ら
春
に
か
け
て
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
空
気
が
乾
燥
し
、
森
林
内
の
落

ち
葉
な
ど
が
燃
え
や
す
い
状
態
に

な
っ
て
お
り
、
強
風
等
に
よ
り
た

き
火
が
燃
え
移
り
、
山
火
事
発
生

の
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
山
火
事
が
一
旦
発
生
す
る
と
消

火
は
容
易
で
は
な
く
、
ま
た
、
長

い
年
月
を
か
け
て
育
て
た
貴
重
な

森
林
を
一
瞬
に
し
て
失
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

・
枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ

　
り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火

　
を
し
な
い
。

・
た
き
火
等
火
気
の
使
用
中
は
そ

　
の
場
を
離
れ
ず
、
使
用
後
は
完

　
全
に
消
火
す
る
。

・
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た

　
き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
。

・
火
入
れ
を
行
う
際
、
許
可
を
必

　
ず
受
け
る
と
と
も
に
、
十
分
な

　
実
施
体
制
を
と
る
。

・
た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所

　
で
喫
煙
し
、
吸
い
殻
は
必
ず
消

　
し
、
投
げ
捨
て
な
い
。

・
火
遊
び
は
し
な
い
。

問
＝
農
林
振
興
課

☎
3
8
ー
4
9
4
8

有
毒
な
キ
ノ
コ
及
び

有
毒
植
物
に
よ
る
食
中
毒

予
防
に
つ
い
て

　
先
般
、
有
毒
な
キ
ノ
コ
（
ク
サ

ウ
ラ
ベ
ニ
タ
ケ
）
及
び
有
毒
植
物

（
ク
ワ
ズ
イ
モ
）
が
誤
っ
て
直
売

所
で
販
売
さ
れ
、
こ
れ
を
食
べ
た

こ
と
に
よ
る
食
中
毒
事
例
が
2
件

発
生
し
ま
し
た
。
食
用
と
確
実
に

判
断
で
き
な
い
キ
ノ
コ
等
に
つ
い

て
は
、
「
採
ら
な
い
！
食
べ
な

い
！
売
ら
な
い
！
人
に
あ
げ
な

い
！
」
こ
と
で
予
防
し
ま
し
ょ

う
。

問
＝
人
吉
保
健
所
衛
生
環
境
課

☎
2
2
ー
3
1
0
8

文
化
・
芸
術
の
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
の
お
教
室
を

動
画
配
信
！

　
県
内
で
活
躍
さ
れ
る
各
ジ
ャ
ン

ル
の
先
生
が
、
お
教
室
（
初
心
者
〜

上
級
者
コ
ー
ス
）
を
動
画
で
配
信

し
ま
す
。                              

　
文
化
・
芸
術
の
秋
、
こ
の
機
会

に
ご
自
宅
で
習
い
事
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
！

ジ
ャ
ン
ル
：
バ
レ
エ
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
日
本
画
、

書
道
、
日
本
舞
踊
、
吟
詠
、
剣
詩

舞
、
邦
楽
な
ど

　
詳
し
く
は
、
ア
ー
ト
ラ
ー
ニ
ン

グ 

で
検
索
！

問
＝
県
文
化
企
画
・
世
界
遺
産
推

進
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
1
5
4

令
和
2
年
度
調
理
師
業
務
従
事

者
届
の
ご
提
出
に
つ
い
て

　
調
理
師
は
調
理
師
法
に
基
づ
き

2
年
ご
と
に
就
業
地
等
に
関
す
る

届
出
が
必
要
で
す
。

対
象
：
令
和
2
年
12
月
31
日
現

在
、
調
理
師
免
許
を
有
し
県
内
で

調
理
師
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方

用
紙
設
置
場
所
：
熊
本
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
熊
本
県
健
康
づ
く
り
推

進
課
、
熊
本
県
・
熊
本
市
の
保
健

所
、
各
区
役
所
、
山
鹿
市
役
所

提
出
期
限
：
令
和
3
年
1
月
15
日

（
金
）

提
出
先
：
就
業
地
を
所
管
す
る
県

保
健
所
（
山
鹿
保
健
所
を
除
く
）
、

就
業
地
が
熊
本
市
の
方
は
熊
本
市

保
健
所
、
就
業
地
が
山
鹿
市
の
方

は
山
鹿
市
役
所

「
く
ま
も
と
障
が
い
者
芸
術

　展
」
を
開
催
し
ま
す

　
障
が
い
の
あ
る
方
々
が
日
頃
の

活
動
の
中
で
制
作
し
た
絵
画
、

書
、
陶
芸
、
工
芸
な
ど
の
作
品

に
、
製
作
者
の
日
々
の
活
動
や
作

品
に
込
め
た
思
い
を
添
え
て
展
示

し
ま
す
。

日
時
：
12
月
22
日
（
火
）
〜
26
日

（
土
）

9
時
30
分
〜
18
時
30
分
（
土
曜
は

9
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

会
場
：
熊
本
県
立
美
術
館
分
館

観
覧
料
：
無
料

問
＝
く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク

実
行
委
員
会
（
県
障
が
い
者
支
援

課
内
）

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
2
3
5

密
漁
品
を
譲
受
し
た
人
も

罰
則
の
対
象
で
す
！

　
漁
業
法
改
正
に
伴
い
、
悪
質
な

密
漁
対
策
と
し
て
、
違
反
者
へ
の

罰
則
が
大
幅
に
強
化
さ
れ
ま
す
！

○
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
・
シ
ラ
ス
ウ

　
ナ
ギ
が
対
象
で
す
。

○
許
可
等
な
く
採
捕
し
た
場
合
又

　
は
密
漁
品
を
譲
受
し
た
場
合
に

　
は
、
3
年
以
下
の
懲
役
又
は
3

　
千
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ

　
ま
す
。

○
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
は
令
和
2
年

　
12
月
、
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
は
令
和

　5
年
12
月
か
ら
罰
則
が
適
用
さ

　
れ
ま
す
。

　
詳
細
は
、
密
漁
に
対
す
る
罰
則

強
化  

で
検
索
！

問
＝
県
水
産
振
興
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
4
5
6

12
月
は
「
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
撲
滅
月
間
」
で
す

　
『
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
特
別
相

談
窓
口
』
を
開
設
し
ま
す
。

期
間
：
12
月
1
日
〜
令
和
3
年
3

月
31
日

時
間
：
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
閉
庁
時
間
）

【
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と

は
？
】

　
性
的
な
冗
談
や
か
ら
か
い
、
食

事
や
デ
ー
ト
へ
の
執
拗
な
誘
い
、

身
体
へ
の
不
必
要
な
接
触
な
ど
、

意
に
反
す
る
性
的
な
言
動
が
行
わ

れ
、
拒
否
し
た
こ
と
で
不
利
益
を

受
け
た
り
、
職
場
の
環
境
が
不
快

な
も
の
と
な
っ
た
り
す
る
こ
と

【
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
？
】

　
職
務
上
の
地
位
や
人
間
関
係
な

ど
の
職
場
内
で
の
優
位
性
を
背
景

に
、
業
務
の
適
正
な
範
囲
を
超
え

て
、
精
神
的
・
身
体
的
苦
痛
を
与

え
ら
れ
た
り
、
職
場
環
境
を
悪
化

さ
せ
ら
れ
た
り
す
る
行
為

【
妊
娠
・
出
産
・
育
児
休
業
・
介
護

休
業
等
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

と
は
？
】

　
妊
娠
・
出
産
し
た
こ
と
、
育
児

や
介
護
の
た
め
の
制
度
を
利
用
し

た
こ
と
等
に
関
し
て
、
上
司
・
同

僚
が
就
業
環
境
を
害
す
る
行
動
を

行
う
こ
と
。

　
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

働
く
人
も
企
業
の
担
当
者
も
ご
相

談
い
た
だ
け
ま
す
。

問
＝
熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室

☎
0
9
6
ー
3
5
2
ー
3
8
6
5

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用

労
働
法
が
2
0
2
1
年
4
月

全
面
施
行
さ
れ
ま
す

○
不
合
理
な
待
遇
差
は
禁
止
で

　
す
。

○
待
遇
差
の
内
容
や
理
由
に
つ
い

　
て
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。

○
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

　
紛
争
解
決
援
助
制
度
が
利
用
で

　
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
一
労
働
同
一
賃

金
特
集
ペ
ー
ジ 

で
検
索
。

　『
雇
用
形
態
に
関
わ
ら
な
い
公

正
な
待
遇
の
確
保
の
た
め
の
特
別

相
談
窓
口
』
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

開
設
時
間
：
8
時
30
分
〜
17
時
15

分
（
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）

問
＝
熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室

☎
0
9
6
ー
3
5
2
ー
3
8
6
5

九
州
電
気
保
安
協
会
か
ら

電
気
事
故
防
止
に
つ
い
て

　
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
上
で

無
く
て
は
な
ら
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
一
つ
に
電
気
が
あ
り
ま
す

が
、
使
用
方
法
等
を
間
違
え
る
と

「
感
電
」
「
火
災
」
な
ど
の
重
大

事
故
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
が
電
気
を
安
全

に
ご
使
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
日
頃
プ
ラ
グ
を
抜
か
な
い
電
気

製
品
は
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に
要

注
意
】

　
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
長
期

間
差
し
込
ん
だ
ま
ま
に
し
て
い
る

こ
と
で
、
プ
ラ
グ
と
コ
ン
セ
ン
ト

の
間
に
溜
ま
っ
た
ホ
コ
リ
に
湿
気

が
加
わ
る
こ
と
で
発
火
し
、
火
災

に
つ
な
が
り
ま
す
。
プ
ラ
グ
を

時
々
抜
い
て
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
点

検
、
清
掃
を
し
て
安
全
に
使
い
ま

し
ょ
う
。

【
発
火
に
つ
な
が
る
危
険
な
タ
コ

足
配
線
】

　
コ
ー
ド
や
配
線
器
具
に
は
、
一

度
に
流
す
こ
と
が
で
き
る
電
流
の

量
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
テ
ー

ブ
ル
タ
ッ
プ
な
ど
に
た
く
さ
ん
の

プ
ラ
グ
を
差
し
て
タ
コ
足
配
線
を

す
る
と
、
定
格
容
量
を
超
え
て
発

火
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
電
気

製
品
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
直
接

使
う
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

【
コ
ー
ド
は
束
ね
た
ま
ま
使
用
し

な
い
】

　
コ
ー
ド
を
束
ね
た
ま
ま
使
用
す

る
と
、
束
ね
た
部
分
が
熱
を
持

ち
、
コ
ー
ド
の
被
覆
が
は
が
れ
発

火
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
コ
ー
ド

リ
ー
ル
が
あ
る
電
気
製
品
は
、
目

印
の
黄
色
テ
ー
プ
ま
で
出
し
て
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

【
素
人
の
電
気
工
事
は
危
険
】

　
家
庭
や
商
店
な
ど
の
電
気
工
事

は
、
電
気
工
事
士
の
資
格
を
持
っ

た
人
で
な
け
れ
ば
行
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
素
人
が
工
事
を
行
う

と
、
感
電
や
電
気
火
災
の
原
因
に

も
な
り
非
常
に
危
険
で
す
。
電
気

工
事
は
、
電
気
工
事
店
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

問
＝
九
州
電
気
保
安
協
会 

本
部

（
総
合
受
付
）

☎
0
9
2
ー
4
3
1
ー
6
7
0
1

建
設
機
械
講
習
の
ご
案
内

　
人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、
建
設
機
械
講
習
を
行
い
ま

す
。

【
不
整
地
運
搬
車（
技
能
講
習
）】

日
時
：
令
和
3
年
1
月
19
日（
火
）

20
日
（
水
）

受
講
料
：
4
万
1
千
円

【
伐
木
作
業（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
）】

内
容
：
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
18
時
間

の
特
別
教
育
講
習

日
時
：
令
和
3
年
2
月
16
日（
火
）

午
後
〜
18
日
（
木
）

受
講
料
：
2
万
1
千
円

【
伐
木
作
業
　
補
講
】

内
容
：
16
時
間
講
習
修
了
者
に
対

す
る
法
定
補
講
（
2
．
5
時
間
）

日
時
：
令
和
3
年
2
月
16
日（
火
）

受
講
料
：
6
千
円

場
所
：
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球
磨

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

H
P

http://w
w

w
.hk-noukaicent

er.com
/

問
・
申
＝
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球

磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
2
2
ー
2
4
7
5

放
送
大
学

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　
放
送
大
学
は
、
2
0
2
1
年
4

月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
9
万
人
の
学
生
が
、
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん

で
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
に
よ
る
授
業

だ
け
で
な
く
、
学
生
は
授
業
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き
な
と
き
に

受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
心

理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約

3
0
0
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ

り
、
1
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

出
願
期
間
：

【
第
1
回
】
令
和
3
年
2
月
28
日

ま
で

【
第
2
回
】
令
和
3
年
3
月
16
日

ま
で

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
熊
本

学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
放
送
大
学
　
で
検

索
！

問
＝
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン

タ
ー

☎
0
9
6
ー
3
4
1
ー
0
8
6
0

M
A

IL sc-kum
a@

ouj.ac.jp

第
3
回
沖
縄
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
　わ
く
わ
く
海
遊
び

　『
沖
縄
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
』
は
、
海
と
自
然
に
囲
ま

れ
た
沖
縄
を
舞
台
に
、
全
国
か
ら

子
ど
も
達
が
参
加
し
、
様
々
な
野

外
活
動
を
体
験
す
る
自
然
体
験
活

動
で
す
。

期
間
：
12
月
26
日（
土
）〜
30
日

（
水
）4
泊
5
日

場
所
：
沖
縄
県
　
南
城
市
・
那
覇

市対
象
：
小
学
3
年
生
〜
中
学
3
年

生定
員
：
20
名
（
先
着
順
）

※
最
少
催
行
人
員
10
名

内
容
：
ハ
ー
リ
ー
船
体
験
、
沖
縄

伝
統
料
理
体
験
、
ク
ラ
フ
ト
体

験
、
海
あ
そ
び
、
星
空
観
察
、
鍾

乳
洞
見
学
、
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ

な
ど

参
加
費
：
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
費
と

旅
費
の
合
計
金
額
に
な
り
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
費
：
6
万
円

※
旅
費
に
つ
い
て
は
、
出
発
地
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

締
切
り
：
12
月
7
日
（
月
）

　
資
料
請
求
等
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

H
P http://w

w
w

.kskk.or.jp

問
＝
（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修

協
会

☎
0
3
ー
6
8
2
5
ー
3
1
3
0

c
0
3
ー
3
9
8
1
ー
2
7
1
2

M
A

IL info@
kskk.or.jp

申 =申し込み先 問=問い合わせ先申 =申し込み先 問=問い合わせ先

錦町移住定住支援制度のおしらせ
錦町に転入の方へ住宅取得費等補助金があります
◆内容は…　新築または中古住宅の購入費用の補助
◆補助金額は…　対象経費の５％以内（上限40万円）
　【加算】　子ども加算　18歳未満１人につき３万円
　　　　　　町内業者加算　町内事業者と契約の場合10万円（新築住宅の建設または購入に限る）

【補助金額の例】　①家屋新築 2,000 万円　②土地購入 500 万円　③町内業者が施工　
　　　　　　　　④子ども（18 歳未満）3 人　の場合　…補助金額は 59 万円です！
　　　　　内訳　①＋②＝2,500 万円　対象経費 2,500 万円の 5％は 125 万円ですが、上限は 40 万円…Ａ
　　　　　　　　③町内業者加算　10 万円…Ｂ
　　　　　　　　④子ども加算　3 人×3 万円＝9 万円…Ｃ
　　　　　計算　Ａ＋Ｂ＋Ｃ＝40 万円＋10 万円＋9 万円＝ 59 万円
◆補助対象者は…
　平成 30 年 4 月 1 日以降に町外から転入した方で、
　転入前の 5 年間、町内に居住していない方です。　※その他条件があります。

若者サポートステーションやつしろ出張相談会
　働くことに関する不安や悩みを解決するお手伝いをします。無料にて実施していますので
気軽に相談してください。なお、詳細はホームページからもご覧になれます。
　■対　象：15歳から49歳までの求職中の方、またはそのご家族の方
　■費　用：無料
　■その他：日曜・月曜・祝日は定休日です。
　■日　程：下表のとおり

　■問い合わせ：若者サポートステーションやつしろ　
　　電話０９６５－３７－８７３９
　　6wakasapo.yatushiro@kirari-co.info

平成31年度は、
10世帯が対象となりました。

この補助金の対象者は、
上限 5万円の引越費用
補助金もあります。

家族や親せき、知り合い
等で、転入を予定してい
る方がいましたら、この
補助金のことをお伝えく
ださい。

※新型コロナウイルス感染症感染防止のため、状況
　によって中止する場合がございます。中止の場合、
　若者サポートステーションやつしろにてお電話、
　ビデオ通話にてご相談いただけます。

補助条件など詳しくは…
　企画観光課（38-4419）／移住体験施設（地域おこし協力隊　080-6419-4419）
　錦町ホームページ（にしきで暮らさんね）

期　日 
12月11日（金）
12月25日（金）
1月  8  日（金）
1月 22 日（金）

時  間

１３：３０～１６：３０

場  所

ハローワーク球磨
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　こんにちは。地域おこし協力隊員の福岡です。秋も終わりを告げ、冬がやってき

ました。紅葉がすっかり色づいて、銀杏の実も沢山実っています。10月になると、

深い霧が発生すると聞いていましたが、一歩家を出てみれば辺りは一面、白いカー

テンを張ったように霧に包まれていました。中々見たことがない光景だったので、

思わず写真をとってきました。写真は、午前6時ごろの木上由留木地区です。霧が

晴れて町を巡っていると、黄金色の稲穂が広がる田んぼの光景が現れ、お米がお

いしい季節の到来を知らせてくれるようでした。

　10月後半には、多良木町に行ってきました。多良木町には、文化的建造物が数

多く存在し、中でも多良木町の観光協会の事務局が入っている旧白濱旅館は、昔

ながらの旅館の空気が漂う宿泊施設です。大正時代の運動家である、九條武子と

縁がある旅館だそうで、内装を見てみると、昭和初期の和洋折衷の造りをしてい

ました。その後、多良木駅の石倉を見てきましたが、かなり、趣ある構えでした。

また訪問してみたいと思います！

　さて、11月から、町内にお住まいの方々を対象とした、戦争体験に関する聞き取

り調査事業を開始しました。事前に対象年齢の方にアンケートをお送りさせてい

ただきました。ご返送いただいた方のなかで、調査にご協力いただける方を対象

に、私を含めた2名の調査員で順次、訪問させていただいています。75年前当時の

様子をお伺い出来たらと思いますので、皆様よろしくお願いします。

地域おこし協力隊　活動報告
　　　　地域おこし協力隊　福岡 幸博

普段は人吉海軍航空基地資料館（ひみつ基地ミュージアム☎28-8080）に勤務しています。
戦前・戦時中・戦後の出版物、戦争にまつわる物などありましたら、ご連絡ください。

黄金色の光景が広がる平良地区周辺の田んぼ霧に包まれる由留木地区の景色

問合せ　　企画観光課　　☎ 3 8－ 4 4 1 9
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   錦町図書館または移動図書
館車でお借りいただいた本は、
木上コミュニティーセンター・西
コミュニティーセンターに
設置してあるブック
ポストへの返却も
可能ですので、
   お気軽にご利
        用ください。

錦町図書館だより

図
書
館
か
ら
の

　
お
知
ら
せ

新 刊 おすすめの本
           一般書書名        著　者          　　 児童書書名               　　  　著　者

歌え、葬られた者たちよ、歌え 
ユネスコ世界の無形文化遺産 
捜査一課式防犯ＢＯＯＫ 
北欧の幸せな社会のつくり方 
３つの“感”でつくる算数授業 
誰にも言わないと言ったけれど 
100歳までに読みたい100の絵本 

ジェスミン・フォード

佐々木成三
あぶみあさき
森寛暁
ジェイムズ・H・コーン
木村民子

もしもだるまにであったら 
オニのふろめぐり 
奪われた預言書 
気候危機！ 
もう投げださない！続けるチカラ 
10代からの批判的思考 
ブラウン神父呪いの書 

山田マチ
岡田よしたか
三田村信行
堤江実

寺川直樹
ギルバート・キース・チェスタトン

一般書 児童書

家族じまい
桜木 柴乃       集英社

まほろばトリップ
倉本 由布       アリス館

子育てに一区切りついた智代のもとに突然か
かってきた妹、乃理からの電話は、母が認知
症だという知らせだった。認知症の母と横暴
だった父。両親の老いに戸惑う姉妹。
終わりを意味する「終う」ではなく、ものご
とをたたんだり片付けたりする「仕舞う」と
いう気持ちで書き始められた物語は、別れの
前にあるかすかな光を描きだす。

幼い頃に行方不明になった兄を探すため、奈
良県の明日香村へやってきた真秀は光る勾玉
を拾う。
みずから光を放つその勾玉の光が一本の柱と
なったとき、真秀は古代の日本・飛鳥時代にタ
イムスリップしてしまう。兄はどこにいるの
か。真秀は兄に会うことができるのか！？

錦町図書館　☎３８-３４２０
開 館 時 間　午前10時～午後６時まで
休　館　日　毎月第１水曜日
　　　　　　年末年始　12月29日～1月3日

クリスマスの夜
あなたはどんな本を読みたいですか？

クリスマス絵本

「サンタへの手紙」

「クリスマスを探偵と」

1870年から1920年ま
でに子ども達が書いた
サンタさんへの手紙と、
かわいらしいお願いがた
くさん詰まった本です。
クリスマスの夜に読みた
い一冊です。
カヒミ　カリィ/翻訳

舞台はドイツの童話
にでてくるような小
さな町。探偵カール
が、クリスマスの夜
に公園で出会った不
思議な男とは…？心
温まる聖夜の奇跡。
伊坂幸太郎/著
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錦町子育て支援センター
からのお知らせ

錦町子育て支援センターは、楽しみながら子育てができるよう
に、親子の交流や情報交換の場として、錦町保健センタ―内に
開設しています。どうぞ、お気軽にお越しください。

　☎3 8 -2 0 4 8（錦町保健センター内）

月 火 水 木 金

ももくらぶ

（歩けるようになったら）

はいはいコース

（生後７ヶ月頃から）

ねんねコース

（生後1ヶ月から）

・プレイルームでは、親子で自由にあそぶことができます。
・育児中のお母さんはもちろん、出産を控えた妊婦さんも、乳幼児のおもちゃや、
　おんぶもっこなどを作ることができる他、保護者間の情報交換の場として楽しく
　利用できます。
※健診等により、開設していない日もありますので、ご利用の際は事前に電話での連絡をお願い致します。

   1 2 3 4 

7  8  9 10 11

14 15 16 17 18

21 22  23 24 25

28
×

広場

広場

広場

広場

広場

広場

広場

午前　サークル
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　サークル
午後　×

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　広場
午後　×
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● 12 月の子育て支援センター ● 対 象 内 　 容

7日
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21日

身体測定
親子あそび

ベビーマッサージ

貸し出し絵本と
読み聞かせの会

身体測定

親子運動教室

身体測定
親子あそび

全

全

要予約

ねんね

ねんね

就園前のお子様と、産前産後、育児中のお母様方が、
ゆったりと過ごせる場所となっております。

※子育て支援センターのプレイルームは、保健センターの中にあります。

最近は、お父さんも

参加されています。

子育て広場の日、みんな何してる？

子
育
て
サ
ー
ク
ル 活動日の　10：00 ～ 12：00

広
　
場

開設日：月曜日～金曜日　（10：00～16：00）

赤ちゃんにとっては…

・お家ではないけれど、安心できる
　場所。
・お友達と触れ合える場所。
・家族以外の人がいる場所

ママ達にとっては…

・親子で気軽に出かけられる場として。
・同じ頃に出産をし、子育てをする親同士が
　話合える場として。

　婚活コーナー

※お見合いをご希望の場合は、事前に
　相談員との面談が必要となります。

※今後の予定は、中止や変更させてい
　ただく場合があります。ご了承くだ
　さい。

★新型コロナウイルス感染拡大防止の為、今年はイベントや他町村合同のプチお見合い等は行わず、 
　1 対 1 お見合いのみを行いました。1 対 1お見合いは 9組で、「もう少し話をしてみたいです。」
　「これまで一番会話が弾んだ方です。」「初めて趣味や話が合いそうな方と出会えたと思います。」
　などのメール報告がありました。現在 2組が進行中です。
★昨年までのイベントやお見合いでのお付き合い継続中も 2 組です。

出張年金相談予約制のご案内
【令和2年12月開催予定】

毎週月曜日　　 　　　　　 第 1・3 水曜日             　第 2・4 水曜日

【相談時間】 ９：００～１７：００（錦町総合福祉センター、多良木町役場）
  ９：３０～１７：００（人吉市総合福祉センター）
  ※１２：００～１３：００の時間帯は除く

人吉市総合福祉センター 錦町総合福祉センター    　多良木町役場

7日・14日・21日・28日   　2日・16日　　　 　9日・23日　

ご予約の方法
◎八代年金事務所出張相談予約担当　☎：０９６５－３５－６１２３
　受付時間：（平日）午前９時～午後５時（第２土曜日）午前９時３０分～午後４時
　※ご予約の際には、ご相談者様と配偶者の方の基礎年金番号がわかるものをご準備のうえ
　　開催日の３日前までにお電話ください
　出張年金相談は八代年金事務所が熊本県社会保険労務士会へ業務委託をして行うものです。

※直接、年金事務所で年金の相談等をされる際にも予約が必要になります。
　予約なしの場合には、予約者優先のため待ち時間が長くなります。
八代年金事務所 お客様相談室 予約受付電話（０９６５）-３５-６１２３　自動音声後、①→②を押してください。

「ステキな出会いを…」
「そろそろ結婚を！」
「ステキな出会いを…」
「そろそろ結婚を！」
「ステキな出会いを…」
「そろそろ結婚を！」 そんなあなたへそんなあなたへそんなあなたへ

☆錦町外問わず新規会員、随時募集中！☆

◇ メール・お電話でのご相談
◇ 会員登録者のメールでのご相談
◇ 新規会員登録者の面談（1名）
◇ お見合い食事会　　　（1組）

◇ 新規会員登録者の面談
◇ お見合い希望者の面談
◇ お見合い（お茶会・食事会）
◇ 少人数交流会（お茶会・食事会）

◆　10月の報告　◆ ◆今後の予定◆

◇相談員専用メールアドレス
　nishiki-konkatsu＠au.com
◇錦町役場 住民福祉課 住民係　☎ ３８－１１１２ 

◉ご相談や会員登録のお申し込み等、お気軽に
　お問い合わせください。
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錦町子育て支援センター
からのお知らせ

錦町子育て支援センターは、楽しみながら子育てができるよう
に、親子の交流や情報交換の場として、錦町保健センタ―内に
開設しています。どうぞ、お気軽にお越しください。

　☎3 8 -2 0 4 8（錦町保健センター内）

月 火 水 木 金

ももくらぶ

（歩けるようになったら）

はいはいコース

（生後７ヶ月頃から）

ねんねコース

（生後1ヶ月から）

・プレイルームでは、親子で自由にあそぶことができます。
・育児中のお母さんはもちろん、出産を控えた妊婦さんも、乳幼児のおもちゃや、
　おんぶもっこなどを作ることができる他、保護者間の情報交換の場として楽しく
　利用できます。
※健診等により、開設していない日もありますので、ご利用の際は事前に電話での連絡をお願い致します。
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就園前のお子様と、産前産後、育児中のお母様方が、
ゆったりと過ごせる場所となっております。

※子育て支援センターのプレイルームは、保健センターの中にあります。

最近は、お父さんも

参加されています。

子育て広場の日、みんな何してる？
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開設日：月曜日～金曜日　（10：00～16：00）

赤ちゃんにとっては…

・お家ではないけれど、安心できる
　場所。
・お友達と触れ合える場所。
・家族以外の人がいる場所

ママ達にとっては…

・親子で気軽に出かけられる場として。
・同じ頃に出産をし、子育てをする親同士が
　話合える場として。
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　この協議会は、運動や食事などを通して町民の健康づくりを推進し、健やかに安心して暮らすこと
のできる町をめざして、設置されています。
　構成メンバーは議会議員、町医、区長会長、老人クラブや婦人会長等の町の代表する方々14名で組
織され、年に1回、町の健康課題について協議をしています。
　会議では、健康寿命を延ばすことを目的に、生活習慣病の改善や病気の重症化予防など具体的な31
項目の目標をあげた錦町の健康増進計画についての報告と、町の疾病状況と健康課題について話し合
いを行いました。
　会議の中で出された質疑応答より一部ご紹介します。

　　　　　など、その他がん検診のこと等各委員さんから活発な意見をいただきました。

健康課題～錦町の健診結果や生活から気になるデータ
　　★小学生に肥満傾向がみられる。
　　★20歳から体重が10ｋｇ以上増えている人が多い。
　　★糖尿病型（ヘモグロビンA1c6.5以上）が多い。
　　★炭水化物（糖質）の多い野菜（イモ類）や果物をよく食べる。
　　★野菜の生産量は多いが摂取量は少ない。

　そこで、今年は、町民一体となって、“血管を守る緑黄色野菜をすすんで食べる”こと
をスローガンに掲げ、今まで実践してきた“野菜から先に食べましょう”と併せて、各団
体の方へ繋いでいただくことを確認し閉会しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　

こんにちは
保健師です

問合せ　錦町保健センター　☎38 -2 0 4 8

令和2年10月29日（木）
「錦町健康づくり推進協議会」が

開催されました。

保健師　鶴嶋　由加

委　員：錦町はむし歯が多いと聞いているが。
事務局：フッ化洗口を始めて、むし歯保有率は年々減少していますが、
　　　　県内ではまだまだ高い方です。
委　員：糖尿病が原因で起こる新規透析者が多いのはなぜか。
事務局：健診も医療機関も未受診の方や、社会保険の時から病気が進んで、
　　　　治療をしないまま国保に移られた方などがいるためです。
委　員：そういった原因を聞くと、社会保険との連携が必要だと感じます。
委　員：血糖コントロール不良者、ヘモグロビンA1cが6.5以上の未治療者とは、どのような
　　　　人か。
事務局：健診で紹介状をもらっても病院へ行っていない人が主です。
　　　　ただし、病院に行っても薬をもらわず、食事や運動の指導
　　　　を受けている人も含んでいます。

第７区・第９区　みんなで百歳体操！！
元気な百歳めざして！！

百歳まで元気に過ごせるように、体力づくりや仲間づくりとして身近な地域で行っている
百歳体操へ参加してみませんか。百歳体操や地域の縁側についての問い合わせや、ご相談
は地域包括支援センタ－甲斐までお気軽にご連絡ください。百歳体操の開催や立ち上げ、
体操の講師、活動の内容など何でも相談ください。

地 域 包 括 支 援

セ ン タ ー 便 り

錦町
問合せ

錦町地域包括支援センター　☎38－4020

☆　介護予防サポーター　中村　京子さんより一言　☆
豪雨災害で大変な思いをしたが、いつまでもくよくよしててもわからん！と思い、９月から百歳体操を再開
し、災害に負けんごとみんなで頑張っています。今はみんなで集まり、おたがいの顔を見ることが一番元気が
出ます。これからもがんばります！！

７区・９区の皆さん、ご協力ありがとうございました！　

時間が長い通常版を、「体力のつくばい」と言いながら
　取り組まれ、笑いも多く、楽しい雰囲気です

　浜川地区のみなさん　　
お互いに掛け声をかけながらがんばっています

錦町では地域の縁がわ事業のなかで、「いきいき百歳体操」を介護予防の取り組みとして力を入れています。
　　　今回は、百歳体操をがんばって取り組まれている地域の中で７区と９区をご紹介します。　

第９区　浜川地区

☆　介護予防サポーター　堀　良子さんより一言　☆
６月から百歳体操を再開しました。感染予防で休んでいた間はしょんぼりして過ごしていました。再開直後は
7人ほどでしたがぼちぼち増えてきて、現在は15人ほど集まるようになりました。みんなと会えることで元気
がもらえ、人と顔を合わせることはとても大事な事だと思いました。体操する事で体調もよかです。

７区のみなさん　みんなで掛け声をかけながら取り組んでいます。できなかったスクワットができるようになりました。

第７区　中福良・下須・駅通り地区
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不
慣
れ
な
が

ら
も
、
社
会
人
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
、
我
が
家
は
12
歳
の
次
男
と
、

単
身
赴
任
先
か
ら
予
定
よ
り
少
し
早
く

戻
っ
て
き
て
く
れ
た
主
人
と
三
人
暮
ら

し
で
す
。

　
子
供
た
ち
は
、
ず
っ
と
ス
ポ
ー
ツ
に

勤
し
ん
で
き
ま
し
た
の
で
、
週
末
に
な

る
と
熊
本
は
も
と
よ
り
、
長
崎
、
福

岡
、
鹿
児
島
、
宮
崎
と
遠
征
先
に
足
を

伸
ば
し
応
援
す
る
こ
と
が
夫
婦
の
日
常

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
お
か
げ
で
、
た
く
さ
ん
の
保
護

者
の
方
々
と
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
今
で
は
子
供
た
ち
不
在
な
が
ら
も

楽
し
い
時
間
を
共
有
で
き
る
仲
と
な
り

ま
し
た
。

　
つ
い
先
日
も
、
球
磨
工
業
高
校
サ
ッ

カ
ー
部
O
B
保
護
者
で
サ
ッ
カ
ー
観
戦

に
行
き
、
後
輩
た
ち
の
活
躍
ぶ
り
に
心

躍
ら
せ
、
夜
は
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
絆
を
つ
む
げ
た

の
も
、
子
供
た
ち
の
お
陰
で
す
。

　
次
男
も
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
試
合
に
も
恵
ま
れ
ず
、
練

習
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
が
続
き
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
、
数
少
な
い
試

合
に
結
果
を
残
そ
う
と
練
習
を
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
上
手
く
い
か
ず
、
悔
し
い

思
い
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
度
に
色
ん
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。
今
ま
で
な
ら
、
痛
く
て
泣
い
て
い

た
場
面
も
泣
か
ず
に
立
ち
上
が
っ
た

り
、
周
り
に
声
を
掛
け
る
こ
と
が
出
来

る
様
に
な
っ
た
り
と
成
長
を
感
じ
る
こ

と
の
出
来
る
瞬
間
が
大
好
き
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず
、
常
に
惜
し
み

な
く
指
導
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
チ
陣
に

感
謝
し
つ
つ
、
小
学
生
ラ
ス
ト
シ
ー
ズ

ン
を
一
緒
に
駆
け
抜
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
私
た
ち
夫
婦
の
子
育
て
も
い
よ
い
よ

終
盤
戦
を
迎
え
ま
す
。

　
勉
強
、
ス
ポ
ー
ツ
と
た
く
さ
ん
の
事

に
興
味
を
持
つ
子
供
た
ち
と
一
緒
に
、

時
間
を
惜
し
ま
ず
応
援
し
続
け
て
い

き
、
宝
物
の
よ
う
な
表
情
を
目
に
焼
き

付
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
次
回
は
一
武
下
忠
ヶ
原
◆

◆
勘
米
良
　
純
子
さ
ん
で
す
◆

　

短

　歌

に
し
き
狂
句

俳

　句

錦
み
ん
な
の
歌
会

お
く
や
み

※

ご
誕
生
・
ご
結
婚
・
お
く
や
み
、と
も
に
10
月

受
付
分
で
す
。更
に
錦
町
役
場
窓
口
で
の
受
付
分

の
み
と
し
、承
諾
を
頂
き
ま
し
た
方
々
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
さ
ん
が
普
段
思
って
い

る
こ
と
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
次
の
方
へペ
ン

リ
レ
ー
す
る
も
の
で
す
。次
号
の
方
へ
の
紹
介

は
今
号
の
筆
者
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
秋
晴
れ
の
昼
下
が
り
、
一
武
小
学
校

に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
昼

休
み
で
、
外
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
数
人
の
一
年
生
が
身
を
乗
り
出
し

て
池
を
囲
ん
で
い
た
の
で
、
一
緒
に
の

ぞ
き
込
む
と
、
水
面
や
水
中
を
動
き

回
る
た
く
さ
ん
の
小
さ
な
黒
い
物

体
。
正
体
は
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
で
し
た
。
冷

た
い
水
の
中
を
ス
イ
ス
イ
泳
ぐ
姿
に

私
も
夢
中
に
な
っ
て
い
る
と
、
掃
除
の

時
間
を
知
ら
せ
る
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り

始
め
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の

持
ち
場
へ
走
っ
て
移
動
し
、
私
だ
け
取

り
残
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
子
ど
も

た
ち
が
一
生
懸
命
掃
除
を
し
て
い
る
姿

を
見
て
、
心
が
洗
わ
れ
ま
し
た
。
み
ん

な
が
過
ご
す
場
所
を
み
ん
な
で
き
れ

い
に
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
気
持
ち
よ

く
使
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

▽
先
般
、
町
民
総
参
加
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
呼
び
か
け
ら
れ
た
く

ま
川
鉄
道
線
路
敷
除
草
作
業
。
参
加

さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
は
、
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
み
ん
な
で
町
を
き
れ
い
に
。
よ
く
見

聞
き
す
る
フ
レ
ー
ズ
が
、
ぴ
っ
た
り
の

11
月
で
し
た
。

                                

蓑
田
和
也

次男　サッカーチーム
（背番号３番）

長女成人式 家族旅行

ご
誕
生

思いつくまま
岡田　絹惠さん
（一武下忠ヶ原）
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■人の動き

T
・
晴
美

妹
の
一
等
賞
を
我
が
こ
と
の
よ
う
に
喜
び

抱
き
あ
げ
ん
と
す

あ
ち
こ
ち
が
痒
く
な
り
ゆ
く
冬
が
も
う

そ
こ
ま
で
来
て
る
と
肌
が
教
え
る

陰
性
で
す
コ
ロ
ナ
の
疑
い
晴
れ
た
日
は

子
ら
と
一
緒
に
散
歩
に
行
か
ん

毎
日
を
た
だ
消
費
し
て
い
る
出
来
事
や

思
い
出
に
浸
る
こ
と
な
ど
な
く
て

途
中
ま
で
使
っ
て
捨
て
る
ノ
ー
ト
の
よ
う

何
も
感
じ
ず
消
費
す
る
日
々

坂
本
　
敦
子

霧
の
中
　
光
り
輝
く
　
し
ず
く
か
な

霧
深
い
　
太
陽
に
押
さ
れ
　
通
学
す

草
む
ら
に
　
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
　
野
菊

孫
二
人
　
太
秋
柿
を
　
丸
か
じ
り

垣
根
ご
し
　
日
増
し
に
熟
す
　
か
ら
す
瓜

児
童
達
　
打
撃
の
神
の
　
ア
ド
バ
イ
ス

里
山
に
　
木
々
の
紅
葉
の
　
彩
か
さ

庭
先
に
　
芙
蓉
の
花
の
　
七
変
化坂

本
　
敦
子

う
っ
た
っ
て
　
三
度
の
見
合
い
で
　

ま
と
ま
っ
た

う
っ
た
っ
て
　
両
親
が
目
立
つ
　
七
五
三

尾
方
　
澪
　
　
　（
陵
・
美
季
子
）

　
　
　  

　
木
上
野
間

久
保
田
　
凜
誠
　（
啓
介
・
彩
結
）

　
　
　  

　
西
上
井
手
ノ
口

平
川
　
陽
捺
　
　（
誠
志
郎
・
美
穂
）

　
　
　  

　
木
上
緑
ケ
丘

赤
池
　
葵
都
　
　（
直
哉
・
陽
香
）

　
　
　  

　
西
指
杉

豊
永
　
結
芽
　
　（
慎
吾
・
結
香
）

　
　
　  

　
木
上
高
原

渕
木
　
琉
生
　
　（
進
也
・
由
梨
乃
）

　
　
　  

　
木
上
村
松

坂
道
　
忠
子
　（
83
歳
）　
一
武
昭
和

髙
橋
　
ツ
タ
エ（
94
歳
）　
木
上
荒
田

靏
田
　
純
子
　（
72
歳
）　
西
上
一
丸

上
田
　
貴
美
子（
68
歳
）　
木
上
上
十
日
市

☆
次
回
（
1
月
号
）
の
笠

◆
あ
て
っ
ぽ
し
（
当
て
ず
っ
ぽ
う
）

あ
な
た
の
考
え
た
俳
句
・
短
歌
を
掲
載
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
構
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
企
画
観
光
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
　締
切
日

　12
月
7
日
（
月
）

り
ん
せ
い

み
お

ひ
な
つ

る
い

ゆ
　め

き　
と

10月末人口動態　　（　）は先月比
○世帯数　３，924（＋12）　　 　○総人口　１０，556（＋9）　  　○男　5,020（＋7）　  　○女　５，536（＋2）

あ
さ
ひ

　
結
婚
し
て
24
年
。
3
人
の
子
宝
に
恵

ま
れ
、
平
凡
な
が
ら
も
穏
や
か
に
暮
ら

し
て
き
ま
し
た
。

　
長
女
21
歳
、
長
男
20
歳
、
次
男
12
歳

と
な
り
、
長
女
、
長
男
共
に
親
元
を
離

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
自
立
し
、
不
慣
れ
な
が

ら
も
、
社
会
人
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
、
我
が
家
は
12
歳
の
次
男
と
、

単
身
赴
任
先
か
ら
予
定
よ
り
少
し
早
く

戻
っ
て
き
て
く
れ
た
主
人
と
三
人
暮
ら

し
で
す
。

　
子
供
た
ち
は
、
ず
っ
と
ス
ポ
ー
ツ
に

勤
し
ん
で
き
ま
し
た
の
で
、
週
末
に
な

る
と
熊
本
は
も
と
よ
り
、
長
崎
、
福

岡
、
鹿
児
島
、
宮
崎
と
遠
征
先
に
足
を

伸
ば
し
応
援
す
る
こ
と
が
夫
婦
の
日
常

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
お
か
げ
で
、
た
く
さ
ん
の
保
護

者
の
方
々
と
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
今
で
は
子
供
た
ち
不
在
な
が
ら
も

楽
し
い
時
間
を
共
有
で
き
る
仲
と
な
り

ま
し
た
。

　
つ
い
先
日
も
、
球
磨
工
業
高
校
サ
ッ

カ
ー
部
O
B
保
護
者
で
サ
ッ
カ
ー
観
戦

に
行
き
、
後
輩
た
ち
の
活
躍
ぶ
り
に
心

躍
ら
せ
、
夜
は
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
絆
を
つ
む
げ
た

の
も
、
子
供
た
ち
の
お
陰
で
す
。

　
次
男
も
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
試
合
に
も
恵
ま
れ
ず
、
練

習
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
が
続
き
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
、
数
少
な
い
試

合
に
結
果
を
残
そ
う
と
練
習
を
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
上
手
く
い
か
ず
、
悔
し
い

思
い
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
度
に
色
ん
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。
今
ま
で
な
ら
、
痛
く
て
泣
い
て
い

た
場
面
も
泣
か
ず
に
立
ち
上
が
っ
た

り
、
周
り
に
声
を
掛
け
る
こ
と
が
出
来

る
様
に
な
っ
た
り
と
成
長
を
感
じ
る
こ

と
の
出
来
る
瞬
間
が
大
好
き
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず
、
常
に
惜
し
み

な
く
指
導
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
チ
陣
に

感
謝
し
つ
つ
、
小
学
生
ラ
ス
ト
シ
ー
ズ

ン
を
一
緒
に
駆
け
抜
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
私
た
ち
夫
婦
の
子
育
て
も
い
よ
い
よ

終
盤
戦
を
迎
え
ま
す
。

　
勉
強
、
ス
ポ
ー
ツ
と
た
く
さ
ん
の
事

に
興
味
を
持
つ
子
供
た
ち
と
一
緒
に
、

時
間
を
惜
し
ま
ず
応
援
し
続
け
て
い

き
、
宝
物
の
よ
う
な
表
情
を
目
に
焼
き

付
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
次
回
は
一
武
下
忠
ヶ
原
◆

◆
勘
米
良
　
純
子
さ
ん
で
す
◆

　

短

　歌

に
し
き
狂
句

俳

　句

錦
み
ん
な
の
歌
会

お
く
や
み

※
ご
誕
生
・
ご
結
婚
・
お
く
や
み
、と
も
に
10
月

受
付
分
で
す
。更
に
錦
町
役
場
窓
口
で
の
受
付
分

の
み
と
し
、承
諾
を
頂
き
ま
し
た
方
々
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
さ
ん
が
普
段
思
って
い

る
こ
と
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
次
の
方
へペ
ン

リ
レ
ー
す
る
も
の
で
す
。次
号
の
方
へ
の
紹
介

は
今
号
の
筆
者
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
秋
晴
れ
の
昼
下
が
り
、
一
武
小
学
校

に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
昼

休
み
で
、
外
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
数
人
の
一
年
生
が
身
を
乗
り
出
し

て
池
を
囲
ん
で
い
た
の
で
、
一
緒
に
の

ぞ
き
込
む
と
、
水
面
や
水
中
を
動
き

回
る
た
く
さ
ん
の
小
さ
な
黒
い
物

体
。
正
体
は
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
で
し
た
。
冷

た
い
水
の
中
を
ス
イ
ス
イ
泳
ぐ
姿
に

私
も
夢
中
に
な
っ
て
い
る
と
、
掃
除
の

時
間
を
知
ら
せ
る
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り

始
め
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の

持
ち
場
へ
走
っ
て
移
動
し
、
私
だ
け
取

り
残
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
子
ど
も

た
ち
が
一
生
懸
命
掃
除
を
し
て
い
る
姿

を
見
て
、
心
が
洗
わ
れ
ま
し
た
。
み
ん

な
が
過
ご
す
場
所
を
み
ん
な
で
き
れ

い
に
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
気
持
ち
よ

く
使
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

▽
先
般
、
町
民
総
参
加
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
呼
び
か
け
ら
れ
た
く

ま
川
鉄
道
線
路
敷
除
草
作
業
。
参
加

さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
は
、
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
み
ん
な
で
町
を
き
れ
い
に
。
よ
く
見

聞
き
す
る
フ
レ
ー
ズ
が
、
ぴ
っ
た
り
の

11
月
で
し
た
。

                                

蓑
田
和
也

次男　サッカーチーム
（背番号３番）

長女成人式 家族旅行

ご
誕
生

思いつくまま
岡田　絹惠さん
（一武下忠ヶ原）
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～新型コロナウイルス感染症に関連した
                      偏見・差別のない地域社会に～

新型コロナウイルスに感染された方やご家族、医療従事者などへの不適切な扱い、誹謗・中傷がないよう、
住民の皆さまには、次のことを心がけていただくようお願いします。

　　　　　○うわさや憶測、ネット上の誤った情報に惑わされない
　　　　　○不確かな情報、誹謗・中傷をＳＮＳなどで広めない
　　　　　○国や県、市町村が発信する正確な情報に基づいて行動する
　　　　　　　　　＊新型コロナウイルス感染症に関する情報は、県ホームページをご覧ください。

お問い合わせ　教育振興課　☎38-4450

【人権に関するお問合せ】
熊本県人権センター 熊本県人権同和政策課
ＴＥＬ ０９６－３３３－２３００

西小学校

一武小学校

＊２０１９年度の学年

＊２０１９年度の学年

木上小学校 ＊２０１９年度の学年

３年 髙沢　瑠那　「いじめみて みんなでとめる もつゆうき」

３年 竹田　柚喜　「こまった人を見かけたら『どうしたの？！てつだおうか？！』
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を声に出して」

３年 犬童　暁仁　「私も君も持っている命 それはすべて平等だ」

４年 東　　美空　「声かけは 大きな一歩　大事だよ」

４年 和泉　千尋　「つくりたい おもいやりのあるじだい」

たかざわ　     る   な

たけ  だ　     ゆず き

いんどう　    あきひと

ひがし　   　　み そら

 い ず み　     ち  ひろ

３年 黒木　理帆　「いっしょにあそぼう。どんどんふえるえがおの花」

３年 笹渕　凱吏　「ありがとう こころをつなぐあいことば」

４年 溝邉あんず　「分かり合おう 一人一人の気持ちをね」

４年 深水　聖皓　「おたがいに思い合って ことばかけ」

くろ  き　       り  ほ

ささぶち　   かい  り

みぞ べ

ふか み　     まさひろ

３年 黒木　美心　「見つけよう 一人一人のたから物（いいところ）」

４年 岩﨑　愛華　「人権は みんながもってるライセンス」

くろ  き         こ   こ

いわさき　   あい  か
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人権尊重のまちづくり
　錦町人権教育推進協議会では、児童生徒と保護者が一緒に人権について話し考えるきっかけ
づくりとして、毎年１２月の人権週間にあわせて人権標語を募集しています。
　今月は３年生と４年生の令和元年度錦町「家族で考える人権標語」優秀賞を紹介します。
　人権意識の高揚を図り、人権教育について理解と人権問題に対する認識を深めましょう！―

落
ち
葉
の
季
節―

 

　み
ん
な
の
学
び
舎
　感
謝
の
気
持
ち
で
清
掃
活
動

Ｐ２～５　Nishiki  Topics
　　　叙勲　旭日単光章受章
　　　人権擁護委員　法務大臣感謝状
　　　一武小　研究発表
　　　錦中　錦学祭
　　　中体連駅伝競走大会
　　　熊本県学校給食功労者等表彰
　　　商工会女性部　竹ほうき寄贈　　　
　　　くま川鉄道線路敷除草ボランティア
　　　秋の全国火災予防週間
Ｐ７　あいねっと放送機器（ＯＮＵ）を交換します。

　
一
武
小
学
校
の
掃
除
の
様

子
で
す
。

　
こ
の
日
の
最
高
気
温
は
24

度
。少
し
動
く
だ
け
で
汗
ば

む
ほ
ど
。ま
さ
に
小
春
日
和

の
青
空
の
下
、
子
ど
も
た
ち

は
一
生
懸
命
に
落
ち
葉
を
掃

き
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
＊

　
こ
の
竹
ほ
う
き
は
、
商
工

会
女
性
部
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。（
関
連

記
事
は
Ｐ
4
）


